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平成29年９月21日（木曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 平成29年度宮崎県一般会計補正

予算（第２号）

○議案第７号 教育関係の公の施設に関する条

例の一部を改正する条例

○報告事項

・損害賠償額を定めたことについて（別紙１）

・宮崎県育英資金の債権管理上必要な訴えの提

起、和解及び調停について（別紙３）

・家庭教育を支援するための施策の実績 平成28（

年度）について

・県が出資している法人等の経営状況について

一般財団法人一ツ瀬川県民スポーツセンター

公益財団法人宮崎県暴力追放センター

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価の報告書について

・第41回全国高等学校総合文化祭の結果につい

て

・平成29年度全国学力・学習状況調査の結果に

ついて

・宮崎県立図書館ビジョンの素案について

・平成29年度全国高等学校総合体育大会の結果

について

・平成29年度全国中学校体育大会の結果につい

て

・２巡目国体に向けたスポーツ施設の整備方針

について

・ドローンの活用状況について

出席委員（７人）

委 員 長 新 見 昌 安

副 委 員 長 野 﨑 幸 士

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 中 野 明廣

委 員 横 田 照 夫

委 員 太 田 清 海

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 四 本 孝

教 育 次 長
片 寄 元 道

（ 総 括 ）

教 育 次 長
飯 干 賢

（教育政策担当）

教 育 次 長
西 田 幸一郎

（教育振興担当）

参事兼総務課長 亀 澤 保 彦

財 務 福 利 課 長 柚木崎 誠一朗

学 校 政 策 課 長 吉 田 郷 志

学 校 支 援 監 金 子 文 雄

特別支援教育室長 川 越 浩 司

教 職 員 課 長 黒 木 健 一

生 涯 学 習 課 長 後 藤 克 文

スポーツ振興課長 古 木 克 浩

国 体 ・ 高 校
萩 尾 英 司

総 体 準 備 室 長

文 化 財 課 長 谷 口 武 範

人権同和教育室長 米 村 公 俊

図 書 館 長 金 子 洋 士

美 術 館 副 館 長 四 位 久 光

総 合 博 物 館 長 長 友 重 俊

平成29年９月21日(木)
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教 育 研 修
坂 元 巌

セ ン タ ー 所 長

企業局

企 業 局 長 図 師 雄 一

副 局 長
平 原 利 明

（ 総 括 ）

副 局 長
大 谷 睦 彦

（ 技 術 ）

技 監 新 穗 伸 一

総 務 課 長 松 田 広 一

経 営 企 画 監 新 穂 浩 一

工 務 課 長 喜 田 勝 彦

開 発 企 画 監 上 石 浩

電 気 課 長 森 本 誠 二

施 設 管 理 課 長 平 松 信 一

総 合 制 御 課 長 新 見 剛 介

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 沼 口 恭一郎

議事課主任主事 井 口 幸 子

ただいまから文教警察企業常任○新見委員長

委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。お

手元に配付いたしました日程案のとおりでよろ

しいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○新見委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時０分休憩

午前10時３分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

本委員会に付託されました議案等について、

教育長の説明を求めます。

教育委員会でございます。よろ○四本教育長

しくお願いいたします。

まず、お礼を申し上げます。

去る７月23日に開催をされました宮崎県中学

校総合体育大会総合開会式と８月21日に開催さ

れました小村寿太郎候顕彰弁論大会に新見委員

長に御臨席をいただき、まことにありがとうご

ざいました。この場をおかりいたしまして、厚

く御礼を申し上げます。

次に、御報告でありますが、先日開催をされ

ました全国和牛能力共進会宮城大会におきまし

て、高鍋農業高校が高校の部におきまして、優

秀賞一席、これは総合で２位という成績であり

ますが、牛の体型審査では全国１位でありまし

た。

それから、小林秀峰高校が一般の部の第２区

におきまして、全国のすぐれた畜産農家からの

出品牛と競う中で、優等５席、全国５位という

すばらしい成績をおさめました。

私も、仙台の会場を訪れまして、現地の様子

を目の当たりにいたしましたが、生徒たちが全

共にかけるひたむきな思いというのを感じ取り

まして、胸が熱くなる思いでありました。今回

の両校の活躍は、農業を学ぶ全ての生徒に誇り

と自信を与え、また、本県農業高校における取

り組みの成果を全国に発信することができたも

のと考えております。

今後も、本県の基幹産業である農業を支える

人材を初め、産業や地域社会等の各分野におけ

る未来を担う人材の育成に、積極的に取り組ん

でまいりたいと考えております。

ここからは、座って説明をさせていただきま

す。

それでは、文教警察企業常任委員会資料の表
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紙をおめくりいただきまして、左側の目次をご

らんください。

今回御審議をいただきます議案は、議案第１

号「平成29年度宮崎県一般会計補正予算（第２

号 」の繰越明許費と議案第７号「教育関係の公）

の施設に関する条例の一部を改正する条例」で

あります。

次に、議案以外の報告事項といたしまして、

、宮崎県育英資金の債権管理上必要な訴えの提起

和解及び調停と家庭教育を支援するための施策

の実績等について、御報告いたします。

さらに、その他報告事項といたしまして、７

件、御報告させていただきます。まず、教育に

関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評

価の報告書について、次に、第41回全国高等学

校総合文化祭の結果について、平成29年度全国

学力・学習状況調査の結果について、宮崎県立

図書館ビジョンの素案について、全国高等学校

総合体育大会及び全国中学校体育大会の結果に

ついて、最後に、２巡目国体に向けたスポーツ

施設の整備方針についてを御報告させていただ

きます。

私からの説明は以上でありますが、詳細につ

きましては、この後、引き続き、担当課室長及

び図書館長が説明をいたしますので、御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。

教育長の概要説明が終了しまし○新見委員長

た。

初めに、議案に関する説明を求めます。

国体・高校総○萩尾国体・高校総体準備室長

体準備室分の繰越明許費について御説明を申し

上げます。

資料、平成29年９月定例県議会提出議案（議

案第１号～第９号 、この資料の４ページをお開）

きください。

繰越明許費についてでありますが、国体・高

校総体準備室分につきましては、一番下の段に

あります教育費、保健体育費、事業名「県有主

要体育施設整備基本計画策定事業」につきまし

て、3,547万8,000円の繰り越しをお願いするも

のであります。

これは、２巡目国体の開催に向けた県有主要

３施設、陸上競技場、体育館、プールの整備に

ついて、より詳細な施設のレイアウト、機能や

構造などについて、基本計画として策定する事

業でありますが、整備場所の選定について、関

係機関との調整に日程を要したため、年度内の

完了が困難となったものであります。

なお、基本計画の策定につきましては、国体

、に向けた施設整備に支障を来すことがないよう

取り組んでまいりたいと考えております。

国体・高校総体準備室の説明は以上でありま

す。

続きまして、常任委員会○吉田学校政策課長

資料にお戻りいただきまして、１ページをお開

きください。

教育関係の公の施設に関する条例の一部を改

正する条例について御説明いたします。

１の改正理由でありますが、県立妻高等学校

及び県立西都商業高等学校の２校を廃止し、新

たに県立妻高等学校を設置することに伴い、所

要の改正を行うものであります。

２の改正内容及び施行期日でありますが、先

ほどお開きいただきました別冊、平成29年９月

定例県議会提出議案（議案第１号～９号）の31

ページをお開きください。

新旧対照表の形式になっており、改正する部

分に下線を引いて示しております。

まず、第１条ですが、平成30年１月１日付で

別表第１に「新県立妻高等学校」を加えており



- 4 -

平成29年９月21日(木)

ます。開校は平成30年４月１日でありますが、

入学者選抜準備のために平成30年１月１日付で

設置することとしております。現妻高等学校と

の違いを明らかにするために 「新」とつけてお、

ります。この時点では、県立妻高等学校と県立

西都商業高等学校、そして新県立妻高等学校の

３校が存在するということになります。

続きまして、第２条でありますが、次の32ペ

ージをお開きください。

平成32年４月１日付で別表第１から県立妻高

等学校並びに県立西都商業高等学校を削除する

こと、及び新県立妻高等学校の「新」を削除し

、 。て 県立妻高等学校に改称するものであります

これは、県立妻高等学校と県立西都商業高等

学校の最後の学年の生徒が平成32年３月に卒業

しますので、平成32年４月１日付で両校を廃止

するものであります。

、 「 」また これに伴って新県立妻高等学校の 新

を削除することとしております。

。常任委員会資料の１ページにお戻りください

続きまして、３の新県立妻高等学校の概要で

、（ ） 、ありますが １ の学科構成等につきましては

左側が現在の妻高等学校と西都商業高等学校、

右側が新県立妻高等学校の学科と１学年の学級

数を示しております。

左側を見ていただきますと、現在、妻高等学

校は、１学年普通科３学級・福祉科１学級、西

都商業高等学校は、１学年商業科１学級・経営

情報科２学級であります。

右側を見ていただきますと、統合後は、現在

の２校の学級数を合わせた１学年７学級を維持

し、その際、普通科を１学級ふやしまして、普

通科の中に文理両学部に対応した難関大学等進

学向けの文理科学コースを設置、福祉科は現在

の妻高等学校の福祉科の学びを継承し、商業系

学科につきましては、現在の３学級を１学級減

じまして、新しい学科として情報ビジネスフロ

ンティア科を設置することとしております。

（２）の校名の選定につきましては、１つ目

の丸印でお示ししてありますように、公募を実

施し、その結果を踏まえ決定いたしました。

選定の理由につきましては、ぽつ印で３つお

示ししておりますので、ごらんいただきたいと

思います。

説明は以上であります。御審議のほどよろし

くお願いいたします。

議案に関する執行部の説明が終○新見委員長

了しました。

議案についての質疑はないでしょうか。

今の１ページの文理科学コース、○中野委員

説明によると、普通科の特クラみたいな感じの

説明ですが、この文理科学、もう一回説明して

ください。

今、御説明いたしました○吉田学校政策課長

が、普通科の中でも一つコースを特別に設けま

して、そこは進学、特に難関大学等に特化した

生徒を集めますが、理系文系を２つに分けるの

ではなくて、理系文系両方の学びに対応できる

ようなコースを１クラス設けて募集したいと考

えています。

それは、文系と理科系、科目が違○中野委員

うというのは、その一クラスの中をまた分けて

やるということですか。

普通科３クラスもありま○吉田学校政策課長

すので、その教員配置の中で選択科目を分けた

りしながら、両方に対応できるような状態にし

ていきたいと思っております。

いや、だから文理科学コースとい○中野委員

うのは１クラスでしょう。それを文系と理科系

にまた分けて授業するという話ですか。
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、○吉田学校政策課長 そのとおりでありまして

選択科目、一緒に授業することもありますし、

選択で２つに分けるということもあります。

同じく妻高等学校のことですけれ○横田委員

ど、30年１月１日に新県立妻高等学校が立ち上

がって、32年４月１日に実際動き始めるという

ことだと思うんですけれど、その間いろんな準

備作業をしていかれると思うんですが、具体的

にどういう準備が必要なのかを教えていただけ

ますか。

まず、次年度、平成30年○吉田学校政策課長

度は１年生に商業系の生徒も含めた新県立妻高

等学校の生徒が、そして２、３年には今の妻高

等学校、そして別な西都商業高校の土地に西都

商業高校の生徒がいますので、そこに今度商業

棟の施設を妻高校の敷地内に建てまして、商業

系の生徒を受け入れる準備をしていくと。そし

て、現在の校舎の部分で新しい生徒の受け入れ

が可能ですので、教室を整備して、そこに１年

生の新しい生徒を入れていく準備をしておりま

す。

来年度から新県立妻高等学校の入○横田委員

学が始まるということなんですか。

そのとおりであります。○吉田学校政策課長

今の妻高にも西都商業高にも、新○横田委員

県立妻高等学校の新入生が入ってくるというこ

とですか、両方の学校に。

西都商業高校と妻高校を○吉田学校政策課長

統合して、今の妻高校のところに新県立妻高校

を設けますので、そこに今まで西都商業に行っ

ていた子たちも１年生は妻高校の校舎に入って

くるということになり、西都商業には行かない

ということになります。

新入生は、今の妻高の校舎に入り○横田委員

切るわけですか。

はい、そのように整備し○吉田学校政策課長

ております。

32年度に県立妻高等学校の第１回○横田委員

の卒業生がそこでもう卒業していくということ

ですね。

33年の３月に、入ってき○吉田学校政策課長

た新妻高校の生徒たちが初めて卒業することに

なると思います。

第１回生ね。○横田委員

結局、その学年の２学年ぐらいが○中野委員

履歴書に書くときは、学校名は新になるわけ。

、○吉田学校政策課長 今の妻高校があるうちは

分ける必要があるときに「新」とつけますけれ

ども、そういった調査書ですとか、外部の文書

には全部「妻高等学校」と記載したいと思って

います。

普通科コースは３クラス、文理科○徳重委員

学コースが１クラスということですが、普通科

クラスからの編入はできるんですか。文理科学

。コースに編入はできるかどうかをお聞きします

入試の段階で分けていま○吉田学校政策課長

すので、基本的には別々で、編入はできないこ

とになりますが、そういう事態が出てきたとき

にまた学校で検討することになると思います。

ほかの学校からの転入なんかは、○徳重委員

転入試験等々があるんじゃないかなと思うんだ

けれど、ここはそういう考え方でこの普通科か

らの編入は考えていいんですか。

はい、転入試験を実施い○吉田学校政策課長

たしますので、そこで判断できると思います。

文理科学コース、文系と理系に分○太田委員

けてやるというのを聞きましたけれど、ほかの

学校でもこういったコースを設けているところ

はありますが、これは妻高独自の文系理系に分

けた初めての試みなんですか。それとも、ほか
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の学校でやっぱりこういった特殊な 特殊と言っ、

ていいかどうかわかりませんが、コースを設け

ていますけれど、延高とか、そこあたりでも文

系理系分けてあるんですか。

理数科ですとか、文化情○吉田学校政策課長

報科という形で募集しますので、その時点では

もう皆一緒なんですが、どの学校でも途中で文

系に転じたり、文系の生徒が理系に転じたりと

ありますので、途中からそのコースを設けてい

るところがほとんどでありますが、この新県立

妻高等学校については、もう最初から文理両方

用意しますというアピールをしているところで

あります。

そうですね、文言が「文理」です○太田委員

もんね。だから最初から分けてあるという意味

ですね。

はい、そのとおりであり○吉田学校政策課長

ます。

なるほど。それから、西都商業高○太田委員

校で商業科というのが今度はなくなって、ビジ

ネスフロンティア科になりますけれど、商業科

というと、私たちのイメージでは、貸借対照表

とか簿記とかああいったのを中心にされるとこ

ろがあるのかなと思うんですが、今回、情報ビ

ジネスフロンティア科になった場合は、商業科

的な要素はほとんどなくなるのか。そういった

基本的に大事なことは受け継がれて、ビジネス

フロンティア科にもある程度カリキュラムとし

ては入っているのか、その辺はどうなんでしょ

うか。

後半でおっしゃったよう○吉田学校政策課長

なスタイルですが、商業科の学びは基本的には

継承してまいります。ただ、キャリアビジネス

ですとかＩＴビジネス、地域ビジネスといった

新たな視点を持って、学びを追求していく学科

にしたいという思いでこういう名称にしており

ます。

もう一つ、福祉科というのがあり○太田委員

ます。これは継続されるわけですが、今までの

妻高の中に福祉科というのがずっと存在してき

たわけですけど、普通科があって、福祉科とな

ると 私 行ったことないものですから ちょっ、 、 、

とわからないんですが、福祉科の授業のあり方

というか、福祉大学とか延岡にはありますけれ

、 、ど そういったイメージのようなクラスなのか

。その辺のイメージはどんな授業になるんですか

単独した学科になります○吉田学校政策課長

ので、専門の教員がおります。基本の科目は一

緒ですが、この専門の教員が実習等も含めて、

普通科とは全く違う専門の勉強をして備えると

いう形になります。

この文理科学コースで、例えば入○中野委員

試、これは最初から理系と文系と２つで試験す

るわけじゃないですね。

一緒にまとめて募集いた○吉田学校政策課長

します。

ほかにございませんか。○新見委員長

ないようですので、次に報告事項に関する説

明を求めます。

財務福利課関係につい○柚木崎財務福利課長

て御説明申し上げます。

資料変わりまして、平成29年９月定例県議会

提出報告書をお願いいたします。

報告書の７ページ、インデックス、別紙３の

ところをお願いいたします。

宮崎県育英資金の債権管理上必要な訴えの提

起、和解及び調停について、地方自治法第180条

第２項の規定に基づき、御報告をいたします。

育英資金につきましては、返還者の増加に伴

い、滞納額も増加をしている状況にあるため、
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平成25年度から正当な理由もなく滞納し、支払

う意思が見られない長期滞納者に対して、法的

措置として簡易裁判所に対して、支払い督促の

申し立てを行っております。

平成29年３月に、28件79名に対しまして、滞

納金及び延滞利息の一括返還を請求する支払い

督促の申し立てを行ったところでありますが、

ごらんの４名から異議の申し立てがなされたた

め、一番右の欄にありますように、平成29年７

月13日及び７月24日付の知事の専決により、訴

えの提起、いわゆる訴訟に移行しましたことを

御報告するものであります。

財務福利課からは以上であります。

。○後藤生涯学習課長 生涯学習課でございます

。常任委員会資料の２ページをお開きください

家庭教育を支援するための施策の実績等につ

いて御報告いたします。

１の報告の根拠でありますが、平成28年４月

に施行されました宮崎県家庭教育支援条例の

第18条によるものであります。

年次報告として 「知事は、家庭教育を支援す、

るための施策を取りまとめるとともに、その実

績について、毎年度、議会に報告し、公表する

ものとする」とあります。この施策の取りまと

め等の事務は、教育委員会が中心となり、他部

局とも連携しながら進めることとなっておりま

すので、今回の常任委員会において報告するも

のであります。

２の報告の内容につきましては、平成28年度

に実施した施策の実績について、条例第11条か

ら第16条に示された６つの条文に沿って整理し

ております。

別冊の「平成29年９月定例県議会提出報告書

家庭教育を支援するための施策の実績 平成28（ （

年度）について 」を御準備いただきたいと思い）

ます。

２枚めくっていただきまして、１ページをご

らんください。横長となります。

平成28年度に実施した施策の実績は 全部で16、

課・室47事業、うち再掲９でございます。それ

、 、を 条文ごとに関係課・室の事業を取りまとめ

表の左の２列目から担当課・室名、事業名、取

り組み、平成28年度の実績状況等を示しており

ます。

それでは、条文に沿って主な事業を御説明い

たします。

１ページの第11条「親になるための学びの支

援」では、５課・室５事業についてまとめてお

ります。

番号１の特別支援教育室の取り組みでは、全

ての県立高等学校及び中等教育学校39校におい

て、障がいのある方やその家族、障がい者団体

の代表等による講話や、高校生との交流などを

「 」 、取り入れた 次世代ペアレント授業 を実施し

障がいに対する理解を深めたところです。

２ページの第12条「親としての学びの支援」

については、３課・室３事業、うち再掲１であ

ります。

６番の生涯学習課の取り組みでは 「みやざき、

家庭教育サポートプログラム」を活用した講座

へトレーナーを派遣し、幼児から小学校下学年

の子供を持つ親向けのプログラム、小学校上学

年・中学生の子供を持つ親向けのプログラムを

実施いたしました。

ページをめくっていただき、３ページをごら

んください。

第13条「多様な家庭環境に配慮した支援及び

関係者間の連携強化」については、９課・室13

事業であります。

９番及び10番の学校政策課の取り組みでは、
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、スクールソーシャルワーカーを12名に増員して

各学校や家庭に派遣し、学校、家庭、関係機関

等が相互に連携して問題に対応いたしました。

また、スクールカウンセラー36名を県内小・中

学校79校に配置し、児童生徒の心のケア、保護

者等への助言を行いました。

ページをめくっていただき、５ページをごら

んください。

第14条「人材の養成等」については、４課・

室４事業、うち再掲２であります。

22番の生涯学習課の取り組みでは、先ほど述

べましたみやざき家庭教育サポートプログラム

の進め方を理解し、司会者、支援者などの複数

の役割を演じる進行役として必要な技能を身に

つけるために、トレーナー研修会を実施し、人

材の育成に取り組みました。

「 、 」６ページの第15条 相談体制の整備 充実等

については、８課・室11事業であります。

ページをめくっていただき、７ページをごら

んください。

35番の少年課の取り組みでは、警察本部及び

各警察署にヤングテレホンを設置し、455件の相

談を受理しました。また、不良行為少年の保護

者への連絡の際にも相談を受理し、家庭訪問等

の継続的な支援を実施いたしました。

８ページの第16条「広報及び啓発」について

は、７課・室11事業、うち再掲６であります。

40番の福祉保健課の取り組みでは、県内の全

ての中学２年生、高校１、２年生及び教育機関

等に、進学・就職に関する支援制度の周知を図

る「桜さく成長応援ガイド」を配付いたしまし

た。

実績の説明については、以上でございます。

それでは、常任委員会資料の２ページにお戻

りください。

３、その他の平成29年度に実施する施策の状

況と全県的な家庭教育支援の推進体制について

説明をいたします。

３ページをごらんください。

平成29年度に実施する施策の事業一覧でござ

います。

本年度は、16課・室51事業、うち再掲11を、

条例第11条から第16条までの各条文ごとにまと

めております。

次に、４ページをお開きください。

全県的な家庭教育支援の推進体制を示してお

ります。

、関係課・室長を構成員とした推進会議を初め

現在の推進体制を示しております。

今後も、関係課・室と連携しながら、家庭教

育支援の施策の推進に努め、子供たちが地域の

宝として社会全体から愛情を受け、健やかに成

長できる宮崎の実現を目指してまいりたいと考

えております。

説明は以上であります。

報告事項に関する執行部の説明○新見委員長

が終了しました。

報告事項についての質疑はないでしょうか。

まず、定例県議会提出報告書の別○図師委員

紙３のところ、今度裁判に移行していくという

ことなんですが、不服申し立ての理由を教えて

ください。

、○柚木崎財務福利課長 滞納者につきましては

日ごろから催告等を行っているところですが、

この方たちは、基本的に２年以上滞納している

方で、特別な理由がなく返還の意思が見られな

いという方にこの支払い督促という申し立てを

いたしまして、一括返還を求めたところ、いわ

ゆる払えない、無理だというようなことを裁判

所に申し立てたため、異議がなされたというこ
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とになって、今後いわゆる裁判が行われること

となります。

２年以上の滞納ということで一括○図師委員

返還ということなんですが、これは分割返還は

もう選択肢としてはないんですか。

法的措置としては一括○柚木崎財務福利課長

返還を求めておりますが、裁判結審後につきま

しては、家庭の状況等を聞き取りまして、可能

、な範囲で分割返還の意思を見せていただければ

それに応じることとしております。

了解しました。今後のその裁判の○図師委員

進捗によっては分割もあり得るということです

ね。はい、わかりました。

続けていいですか。

もう一つの資料、提出報告書の家庭教育を支

援するための実績についてなんですが、まず３

ページのスクールソーシャルワーカー、カウン

セラーの事業についての内容は理解できたとこ

ろですが、同じ資料の６ページの26番、子育て

やいじめ、不登校等の問題に関する相談への対

応ということで電話相談事業を行われておるん

ですけれども、この電話相談事業でも延べ1,899

件のいじめや不登校に関する相談を受けられて

おるんですが、この事業と、さきに言いました

スクールソーシャルワーカーとかカウンセラー

事業との連結はどのようにされているんでしょ

うか。

相談事業につきましては、○金子学校支援監

研修センターで行われておりますふれあいコー

ルのことと思うんですが、そちらのほうに、現

在、臨床心理士が対応できるような形をとって

おりまして、より専門的な相談対応ができるよ

うにしております。

そういうことではなくて。このふ○図師委員

れあいコールで受けた相談というのは、やはり

生徒だったり親御さんだったりするわけでしょ

うから、その内容をぜひスクールソーシャルワ

ーカーとかカウンセラーにもつなげて、連携し

てその対応に当たられるほうがより効果的にな

ろうかと思うんですが、そのあたりは実践され

てないんですか。

ふれあいコールに相談が○金子学校支援監

あった内容において、必要があるものについて

は、学校政策課に連絡が来るようになっており

まして、そこからスクールカウンセラー、スク

ールソーシャルワーカーを派遣することがあり

ます。

。○図師委員 それであればよろしいと思います

学校政策課がそれぞれ所管されている事業でも

ありますし スクールカウンセラーとかソーシャ、

ルワーカーが十分フォローできないケースがこ

、ちらのふれあいコールで取り上げられたりとか

その逆もあろうかと思いますので、ぜひここは

綿密な連携をとりつつ、フォローしていただけ

ればと思います。

育英資金の訴訟、これは大体２年○中野委員

間で、金額としてはどれぐらいですか。

２年以上全く支払いが○柚木崎財務福利課長

なかった方でございますが、この４名の方は、

件数としては２件でございます。本人、連帯保

証人となっておりまして、正確に言うと、上の

お二人が１件分、下の連帯保証人お二人が１件

分ということで、上のお二人の分が元金44

万5,000円、これにその時点での延滞利息がかか

ります。下のお二人の分は24万3,000円、プラス

延滞利息、今回合計で68万8,000円という金額で

ございます。

例えば１人20万ぐらいだったら、○中野委員

費用のほうが高くつきませんか。

支払い督促の申し立て○柚木崎財務福利課長
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につきましては、50万円に対し、印紙代と切手

代で約4,500円ほどの費用がかかります。一番安

価にできる訴訟だと思っております。

今の確認の意味で、ここに本人、○太田委員

連帯保証人という記述がありますけれど、子供

さんが勉強のためにということで借りられるわ

けでしょうが、この場合の本人というと、その

、 、当時の保護者が本人なのか 学生さんというか

そういう人が本人となるのか、これはどういう

ことになりますか。

これは、その学生本人○柚木崎財務福利課長

になります。

下は、連帯保証人２人ということ○太田委員

でありますが、この場合の本人というのは、ど

なたか。

この時点での本人につ○柚木崎財務福利課長

きましては、居どころ不明ということで、判明

次第、同様の支払い督促の手続を行うこととし

ております。

家庭教育支援条例についてです。○横田委員

この条例は一昨年、私が副委員長をさせていた

だいた特別委員会で策定させていただいたんで

すけれど、早速いろんな事業を展開していただ

いて本当にありがたいなと考えています。この

中で、生涯学習課のみやざき家庭教育サポート

プログラム普及事業、３回出ていて、かなり力

を入れておられるのかなとも思いますけれど、

具体的にどういう事業なのかを教えていただけ

ないでしょうか。

このみやざき家庭教育サ○後藤生涯学習課長

、 、ポートプログラムというのが 親としての役割

あるいは子供とのかかわり方について学ぶプロ

グラムになっております。そのプログラムを、

例えばＰＴＡの研修会であるとか、あるいは公

民館の講座であるとか、そういったところに行

きまして、いろんな方々を対象にして学んでい

ただく。そのときに人材育成をしたチーフトレ

ーナー、あるいはトレーナーという方々を派遣

して、その方々にやっていただく。そういった

ことで家庭教育支援の普及を図る取り組みとい

うことでございます。

５ページに司会者とか支援者、役○横田委員

割演技者など、複数の役割を演じる進行役とい

うようなことが書いてありますけれど、これは

そのトレーナーが一人でそういうことを演じな

がら出席していただいてる人たちに対して指導

していくということなんですか。

いろんな役割をそのトレ○後藤生涯学習課長

ーナーの方が演じながら、今おっしゃったよう

に、体験的な学習を進めていくというものでご

ざいます。

参加者64名と書いてありますけれ○横田委員

ど、この64名はトレーナー研修生としての64名

なんですか。

トレーナー研修会に参加○後藤生涯学習課長

。したトレーナーが64名ということでございます

それで、サポートプログラム普及○横田委員

事業に来ていただいた来場者といいますか、そ

れはどのくらいおられたものなんですか。

。○後藤生涯学習課長 ※約1,800名でございます

ありがとうございます。この条例○横田委員

に沿って、いろんな事業をしていただいており

ますけれど、この条例の趣旨がしっかりと県民

に浸透していくように、頑張っていただければ

と思います。よろしくお願いします。

訴えの提起のことですが、この連○徳重委員

帯保証、都城の方で、東條さん、これは夫婦で

はないかなと思うんですが、その人の子供さん

なのか、あるいは他人なのか。

※26ページに訂正発言あり
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上の東條貴子さんで○柚木崎財務福利課長

しょうか。この方はお母さんで、下の裕弥さん

は本人のお兄さんになります。夫婦ではござい

ません。

なるほど。この塩月さんという連○徳重委員

帯保証人の方は１人になっています。大体保証

人というのは２人なはずだと思っていますが、

どういう関係になるわけですか。

この上の２人の方につ○柚木崎財務福利課長

きましては、もう１人の保証人は現在死亡して

おります。

当然、本人が返すべきものなんで○徳重委員

すが、この４名の方というのは、本人は居どこ

ろ不明というか、どういうことでしょうか。

下のお二人の方でよろ○柚木崎財務福利課長

しいですか。

４人とも教えてください。１人は○徳重委員

本人ですね、３名。

２行目の方は、一番上○柚木崎財務福利課長

の本人の保証人になります。もう１人の保証人

は現在死亡しております。

３行目と４行目の方につきましては、同じ本

、 。人さんの第１保証人 第２保証人でございます

本人さんにつきましては、現在、居どころが判

明いたしましたので、手続を開始しているとこ

ろでございます。

最後に、私も保証人に一度なった○徳重委員

ことがあって、非常に苦労したことがあるんで

すが、訴えの提起を起こす前に、何回か相談さ

れたことがあるものか。私には１回も相談なく

て、もう、すぐ差し押さえというのを市からい

ただいたものだから、そこ辺はどうなってます

か。

この育英資金の法的措○柚木崎財務福利課長

置につきましては、それ以前に予告をいたしま

す。ほとんどの方はそこで支払いの意思を見せ

ていただいております。その支払いの意思を見

せていただけなかった方について、支払い督促

ということで申し立てを裁判所にしておるとこ

ろです。

金額もそんなに大きくないわけで○徳重委員

すから、訴訟となると大変なので、１回じゃな

くて、少なくとも２回、３回ぐらいは前もって

御相談されて、それでだめなら、もう訴えます

よという形のほうがいいんじゃないかなと。突

然そういう訴えが来ると、善意でしたことなの

に、その日からこういう訴訟という大きな事件

に巻き込まれるということになりますから、そ

こ辺はどう考えていらっしゃいますか。

私どもとしましては、○柚木崎財務福利課長

返還の意思を見せていただければ、分割の金額

とか、そういったものには相談に乗っておりま

す。それで幾らかでも返しますというような意

思が見られれば、その時点で、もうこういった

ことはしないという方針でやっております。

ぜひそうしてください。○徳重委員

この資料の４ページ、これの上の○中野委員

ほうの 「各家庭が家庭教育に自主的に」という、

文言のところ。私は、今、孫と一緒に住んでお

るから、よく見るんです。これは本当に理想の

理想というか、今、周囲で見ていると、子供会

が中心になって動いているだけで、この家庭教

育に地域全体でとか、社会機運をとか、本当に

これ、ほど遠い話じゃないかと思います。書き

方ですが、余りにも抽象的過ぎて、もう現実の

、社会からは本当に考えられないような話なので

ぜひ もうちょっと現実的に これは もうちょっ、 。 、

と現実味がある推進体制に変えてもらったほう

がいいと思う。いろいろと書いてあるけれど、

周りを見ておっても、ＰＴＡにも参加しない、
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子供会にも参加しない人もおるしね。現実的に

周りを見ているとそういう状況なので、もう

ちょっと書き方を、ぜひ雲の上の話にならない

ように。

家庭教育支援条例をもと○後藤生涯学習課長

にこれをつくっておるというところもあります

ので、随分現状とは違う部分もあるかもしれま

せんが、やっぱり我々としてはそういったとこ

ろを目指していきたいということで、またいろ

んな取り組みを進めていきたいと考えておりま

す。

ほかにございませんか。○新見委員長

ないようですので、次にその他報告事項に関

する説明を求めます。

総務課でございます。○亀澤総務課長

私のほうから１点でございますが、資料のほ

うは常任委員会資料、５ページをお願いしたい

と思います。それとあわせまして、別冊で「平

成29年度教育委員会の点検・評価」という冊子

を後ほど説明させていただきますので、そちら

も一緒にごらんいただければと思います。

それでは、教育に関する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価の報告書についてでござ

います。

まず、１の概要にありますように、この報告

につきましては、地方教育行政法第26条の規定

により、県教育委員会が行います教育に関する

事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

きまして、これより後は「点検・評価」と省略

いたしますが、この結果をこのような形で報告

書として議会に提出するとともに、公表するも

のでございます。

この点検・評価の内容といたしましては、平

成28年度、昨年度の実績について、教育委員の

活動状況をまとめるとともに、第２次宮崎県教

、育振興基本計画の進行管理にも活用できるよう

施策、体系に沿った全ての施策23項目について

指標・実績等の評価・分析を行っております。

２の「点検・評価」報告書の構成につきまし

ては、簡単に記載しておりますが、４章立てと

しております。

第１章では、教育委員会の会議の内容や教育

委員の活動状況を、第２章では、施策全23項目

それぞれの状況について、管理指標の結果や取

り組み実績、アンケート調査などをシート形式

にまとめまして、それぞれ、施策に対する分析

を行っております。

第３章では、外部評価として、大学教授や教

育関係者等で構成する有識者会議を実施し、客

観点な視点から、点検・評価についてさまざま

な御意見をいただいております。

さらに、第４章の総括評価としまして、教育

委員会の活動状況全体の総括や、施策目標ごと

の評価と、その評価を踏まえた今後の方向性等

について次年度以降の施策推進に生かすことが

できるようにしております。

内容は、また後ほど見ていただきます。

次に、３のこれまでの作成経過と今後の日程

でございます。

これまでの経過については、そこに記載のと

おり、教育委員会での協議や外部有識者会議等

を経まして、本日、常任委員会に御報告させて

いただき、来月に県のホームページ等で公表さ

せていただく予定としております。

ここで、点検・評価に付した施策のシートの

内容を少しだけ説明させていただきたいと思い

、 、 、 、ますので お手数ですが お手元の 別冊資料

「平成29年度教育委員会の点検・評価」をお願

いいたします。

その中で、10ページをお開きいただければと
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思います。

こちらが、第２章でいいます施策の状況のシ

ートであります。施策目標のⅠ 「県民総ぐるみ、

による教育の推進 、その下の施策の１ 「学校」 、

・家庭・地域や企業・市民団体等が一体となっ

て取り組む教育」をもとに、内容・評価につい

て御説明させていただきます。

まず、冒頭にあります管理指標の基準値、実

績値、目標値についてです。

この管理指標というのは、第２次教育振興基

本計画策定時に設定した指標でございまして、

平成32年の目標値に対して、各施策の取り組み

の進捗状況をあらわすものとなっております。

この指標の進捗を施策の評価の一つの目安とし

ているものでございます。

この１－１の管理指標は、そこに書いてある

とおり、地域等による学校や子供の教育支援の

ための組織が整備されている小・中学校の割合

を設定しております。

平成28年度実績について、小学校は前年度か

ら若干下がっていること、中学校は基準値と比

較し順調に伸びていることがわかります。

次に、その下でございますが、Ⅰの取組状況

等をごらんいただきたいと思います。こちらに

この施策を実現するために実施した主な事業を

記載しております。

取り組み内容の一つである（１）にあります

が、教育に関する県民意識の醸成としまして、

広報番組の製作等、県民への情報提供を行って

おります。

また （２）でございますが、県民の教育活動、

への参画の充実を図るために、学校、地域、家

庭が相互に連携する体制整備等を行うためのさ

まざまな取り組みを行っております。

11ページをごらんいただきまして、さらにこ

れらの施策に関する関連データで、県独自の調

、「 」査でございます みやざきの教育に関する調査

。や国の調査等を用い評価の参考としております

この施策につきましては、国の調査、一番左

側の調査でございますが、全国平均よりは本県

の数値が割とよいこと、また事業にかかわるデ

ータが年々上がっているというような状況がわ

かります。

これらの取り組みやデータ等から、その下で

ございますが、アラビア数字のⅡの分析の１つ

目の丸のとおり 家庭・地域・企業が一体となっ、

た教育活動への支援・協力の広がりが見られる

ようになってきているとしております。こうし

た分析等をもととしまして、Ⅲの今後の方向性

、 。に 種々内容をまとめているものでございます

このような方法で、教育振興基本計画に体系

的に入れております23の施策ごとに、同様にシ

ートを作成しまして、この点検分析としている

ところでございます。

残余の施策につきましては、量が多分にあり

ますので、今回、説明は省略させていただきた

いと思います。

常任委員会資料にお戻りいただいて、ここで

は６ページをお開きいただきたいと思います。

こちらは、先ほどの報告書のうち第４章を抜

粋しまして、施策ごとの評価、最終的な評価を

一覧としてお示ししております。

例えば、ただいま説明しました施策のⅠの１

については、左側の一番上でございます。７ペ

ージの下のほうに評価の基準というのを示して

おりますが、これによりまして、先ほどの施策

については一定の成果が出ており、おおむね順

調であると判断し、評価をｂとしております。

このように、教育委員会が所管する20の各施策

につきまして、それぞれの取り組み状況と、先
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ほど見ていただきましたような、それぞれの管

理指標の達成状況を分析し、施策ごとに総合的

な判断として、４段階ａｂｃｄで評価をしてお

ります。

ごらんいただきますとおり、全体としてはｂ

評価のおおむね順調という評価が多いものの、

施策単位では５つほど「一部の成果が上がって

いない」という評価のｃ評価が見られるところ

でございますが、それぞれにつきましては、早

速今年度から事業を強化するなど、既に問題意

識を持って対応しているところでございます。

今後も毎年度、各施策の取り組み状況を整理

し、この点検・評価を通じて外部の御意見をい

ただくとともに、県議会にも御報告させていた

だき、より効果的な施策推進を行ってまいりた

いと考えております。

説明は以上でございます。

引き続き、資料の８ペー○吉田学校政策課長

ジをごらんください。

７月31日から８月４日までの期間に開催され

ました第41回全国高等学校総合文化祭宮城大会

。の本県高校生の結果について御報告いたします

本大会は宮城県内で開催され、本県からは282

名の生徒諸君が出場権のある18の部門に参加し

ました。

そのうち、上位入賞を果たしましたのは、５

つの部門で２団体４個人であります。

まず、書道部門において、宮崎商業高校３年

の金丸愛莉さんが文化庁長官賞、同じく宮崎南

高校３年の松尾歩実さんが特別賞、写真部門に

おいて、佐土原高校２年の松永純一さんが奨励

賞、百人一首部門において、宮崎大宮・宮崎西

・延岡学園の合同チームがベスト８で奨励賞、

放送部門のアナウンス部門において、宮崎大宮

高校３年の北村杏海さんが優秀賞、自然科学部

門の化学研究発表部門において、都城泉ヶ丘高

校チームが奨励賞を受賞しております。

「集え伊達の地に 創造の短冊に思いをのせ

て」の大会テーマのもと、日ごろから学業との

両立を図りながら、ひたむきに文化芸術活動に

励む、全国の多くの高校生とともに、本県の高

校生も互いの成果を確かめ、交流を深めながら

すばらしい成果をおさめてくれました。

教育委員会といたしましても、今後とも高校

生の芸術文化活動を支援してまいりたいと考え

ております。

。全国高校総合文化祭の報告は以上であります

引き続き、学校政策課であ○金子学校支援監

ります。

資料10ページをお開きください。

平成29年度全国学力・学習状況調査の結果に

ついて、御説明いたします。

まず、本県の全体概要であります。

（１）の調査の実施状況にありますように、

調査は４月18日に小学校６年生、中学校３年生

を対象に実施されました。

例年どおり、国語と算数・数学について、基

礎的・基本的な知識を見る、いわゆるＡ問題、

知識・技能を活用するＢ問題について調査が行

われ、その概要を（２）の平均正答数、それか

ら（３）の平均正答率に分けて、表にまとめて

おります。

先に （２）の平均正答数をごらんください。、

表の見方でありますが、例えば①の小学校６

年生の国語Ａを縦に見ていただきますと、問題

数は15問であります そして 一番上の値 11.4。 、 、

が本県児童の平均正答数であり、15問中11.4問

正解したことを示しております。その下の11.2

が全国の平均正答数となり、本県と全国との差

がプラス0.2問ということになります。
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このように見ていただきますと、小学校は４

つの教科区分のうち、国語Ａと算数Ａが全国平

均以上で、国語Ｂと算数Ｂが平均を下回ってお

り、表の一番右側に示しております合計の欄で

、 。すが 0.4ポイント全国平均を下回っております

続きまして、②の中学校３年生は、同じく４

つの教科区分のうち、国語Ａと数学Ａが全国平

均を上回っていて、Ｂ問題はいずれも下回って

おり、右端の合計はプラスマイナスゼロという

ことで、ちょうど全国と平均と同じでありまし

た。

続いて （３）の平均正答率でありますが、通、

常、新聞報道等では、この平均正答率で報道さ

れております。先ほどの平均正答数と同じよう

な結果になりますが、これは平均正答数を100％

に換算した値、つまり100点満点で換算して何点

であったかをあらわすものであります。

なお、昨年度より、都道府県の平均正答率に

ついては、文部科学省は、細かい桁におけるわ

ずかな差は、実質的な違いを示すものではない

ということで、整数値で公表することになって

おります。よって、宮崎と全国の差につきまし

ては、正確な値が出ませんので、ここでは記載

しておりません。

それでは、平均正答率の（３）の表をごらん

ください。

先ほどの平均正答数と同じような結果になり

ます。数字の下にアンダーラインが入れてあり

ますが、まず小学校６年生の国語Ａ・算数Ａ、

、中学校３年生の国語Ａ・数学Ａにつきましては

全国平均を若干上回る状況でありました。

一方、Ｂ問題については小中学校ともに全国

平均を下回る状況でありました。

一昨年度来、当委員会の御助言等もいただき

ながら、小学校の国語Ａしか全国平均を上回っ

ていない状況の中で、学力調査を全国平均以上

に引き上げたいという思いを持って、県教育委

員会と市町村教育委員会が一体となって、各学

校の授業づくりを直接指導する重点支援校訪問

とか、あるいは県内全体の教員を対象とした授

業づくり研修会を開催するなどして 「わかる、、

できる」授業への改善に努めてきたところであ

ります。

、 、その結果 まだまだこれからではありますが

今回、Ａ問題が全て全国平均を上回ることがで

きたのは、大変好ましい結果であり、今後につ

ながるのではないかと考えております。

次に、11ページをごらんください。

今年度と過去５年間の状況を示した資料であ

ります。

本県では、経年で結果を捉え、これまでの下

降傾向を問題視してまいりました。

今回、着目していただきたいのは、上の段の

平成26年度の小学校６年生の状況と、下の段の

今年度の中学校３年生の状況であります。

、 、平成26年度に小６だった子供たちが 今年度

中３となっており、同じ集団がどう変容したか

結果の推移を比較することができます。

上の段にあります、平成26年度の小６の結果

を見ますと、国語Ａのみが全国平均を上回る状

況でありましたが、下の段の中３となった今年

度の結果では、国語Ａに加えて数学Ａも全国平

均以上となり、Ｂ問題につきましても、全国と

の差が縮小しております。小６のときには、全

国との差が大きく開いており、３年後の今回の

結果も心配されたところでありますが、改善を

図った結果があらわれたのではないかと考えて

おります。

今後も、経年比較による結果の分析を生かし

ながら、平均を下回る子供たちもわかる、でき
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る授業を推進しながら、公教育の使命を果たせ

るようにしていきたいと思っております。

次に、12ページをお開きください。

教育事務所の状況についてであります。

全ての教科区分において、中部教育事務所が

他地域を上回っております。昨年の状況と比較

いたしますと、昨年度は、上位と下位の地域と

で最大５ポイントの開きが見られましたが、今

回は、全教科区分の差が３ポイント以内となっ

、 。ており 地域間の差に縮小傾向が見られました

続きまして、13ページをごらんください。

本県と全国上位県である秋田県との比較の資

料になります。

本常任委員会の皆様が、８月に秋田県へ県外

視察に行かれたことや、資料のお求めもありま

したので、この資料を作成したところでありま

す。

過去３年間を比較し、秋田県との差も示して

おりますが、全国トップクラスにある秋田県と

本県とでは、各教科区分ごとに見ても大きな差

があります。

、こうした全国上位県の取り組みを見習うべく

一昨年には秋田県を、昨年は石川県の視察を行

い、そのよさを取り込みながら、現在の本県の

取り組みを進めているところであります。

14ページをお開きください。

最後に、生活習慣に関する主な項目の全国と

の比較についてであります。

全国学力・学習状況調査では、児童生徒の質

問紙による調査もあわせて行われております。

本県の児童生徒の回答状況は、これまでと同

様、全国平均よりも高くなっており、望ましい

。生活習慣等が身についている状況が見られます

一方で、項目の最後のほうに示しております

が、新聞・読書の項目につきましては、全国平

均を下回っており、課題が明らかになったとこ

ろであります。

説明は以上でございますが、今回は速報値と

して報告させていただきました。

今後、より詳細に分析したものを市町村や学

校に示し、情報を共有しながら、さらに学力向

上や授業改善の取り組みを推し進めてまいりた

いと考えております。

以上で終わります。

県立図書館でございます。○金子図書館長

お手元の常任委員会資料15ページの宮崎県立

図書館ビジョンの素案について御説明をいたし

ます。

１にありますように、本ビジョンは、県立図

書館が県の中核図書館として県総合計画に掲げ

ます人財育成や「日本一の読書県」づくりに貢

献すること、有識者による県立図書館ビジョン

懇談会から出されました市町村の支援と県全体

の図書館の充実を求める提言などを踏まえまし

て、今後目指すべき姿や役割、施策展開の方向

性等を明確にするものです。

次に、本ビジョンは、文部科学省の「図書館

」 、の設置及び運営上の望ましい基準 を踏まえた

県総合計画や県教育振興基本計画の下位計画と

位置づけております。

次に、期間ですけれども、平成30年度から39

年度までの10年間としておりまして、情勢変化

を踏まえまして、必要に応じて見直しを行うこ

ととしております。

それから、４の（２）にありますように、こ

、「 」れまで 人づくりと地域づくりに役立つ図書館

を目指しまして、６つの目標を掲げて施策を実

施してまいりました。今後も含めた主な課題を

整理しております。

このうち、主要なものは、次のページの２の
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「図書館のための図書館」や、４の「県民や地

域の課題解決を支援する図書館」になります。

これらの内容は、後の今後の施策展開の方向性

と関連しますので、その中で御説明させていた

だきます。

次に、下のほう （３）今後果たすべき基本的、

役割に、今後の県立図書館に対する基本的考え

方を整理しております。

県立図書館は、県民への直接サービスに加え

まして、市町村立図書館や学校図書館等の運営

を支援する、いわゆる間接サービスによりまし

て、県内の図書館サービス全体の進展を図る役

割を担っております。

近年、各市町村で図書館等の機能が充実して

きておりますので、県立といたしましては、市

町村からの要望が強い専門的人材の育成・確保

に努めつつ、市町村への人的・物的支援に、今

後、より重点的に取り組みます。

そして、本館がリーダーシップを発揮して、

県内の図書館が人的・物的にネットワーク化さ

れた全県的な知的インフラを構築し、あすのみ

やざきづくりに貢献したいと考えております。

次に、基本的役割を 「どこでも・ささえる・、

つながる」の３つのキーワードで整理しており

ます。

日本一の読書県として全県的な読書環境を整

える図書館、市町村立図書館等を人的・物的に

支援する図書館を支える図書館、県内図書館の

ネットワーク形成による知の共有・創造の拠点

となる図書館の３つであります。

これらを踏まえまして （４）に基本目標とし、

て「 知の共有・創造」を支える全県図書館ネッ「

トワーク」を掲げております。

次の18ページをごらんください。上のほうで

、 、ありますけれども 県立図書館を核にしまして

各図書館がつながってさまざまな情報資源や人

的資源を活用し合うことで、県で丸ごと一つの

大きな図書館のような、いわば宮崎県図書館を

目指すイメージ図を載せております。

、 、右側の大学図書館等 左側の市町村立図書館

学校図書館との連携・協力によりまして、例え

ば県内の公立図書館で400万冊に達します蔵書の

横断検索や相互貸借、図書館を運営する職員同

士のつながりや情報共有など、県内図書館全体

のサービス向上を図るものであります。

これらの取り組みによりまして、県民が生涯

にわたって読書に親しむ「日本一の読書県」の

推進や県民の「知の共有・創造」につなげてい

きたいと考えております。

続きまして、これまで整理した主な課題や基

本目標、基本的役割を踏まえまして （５）に今、

後の施策展開の方向性を５つの柱で整理してお

ります。時間の関係上、主なものに限って御説

明をいたします。

１つ目の柱であります①の全県的な読書環境

と図書館ネットワークの構築の核につきまして

は、片仮名のアの市町村立図書館等の支援とい

たしまして、図書配送システムの活用や支援チ

ームによる巡回訪問、イの学校図書館の支援と

して、やまびこ文庫や学校司書の支援、ウの市

、町村立図書館等とのネットワークの構築として

横断検索・相互貸借の充実や人的ネットワーク

構築などにそれぞれ取り組みます。

２つ目の柱、②の県立図書館ならではの専門

的なサービスの充実につきましては、国立国会

図書館協同データベースを活用したアのレファ

レンスサービスの充実や、次の19ページのウの

読書活動の推進に関して、子供から大人までの

生涯読書活動の推進、中高校生・大人の読書振

興等に取り組みます。
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３つ目の柱、③の「知の共有・創造」による

深い学びや課題解決の支援に関しましては、課

題解決を支援する図書館として、イにあります

ように、利用者の相談に対するワンストップサ

ービスや多様な学習機会の提供、個人や団体等

の深い学びの場づくりなどに努めます。

また、ウの政策立案の支援として、政策情報

の収集・提供やレファレンスを行います。

４つ目の柱の④のみやざきの文化の理解・継

承の促進については、アにありますとおり、郷

土資料の収集・保存・活用を、市町村と連携し

て推進いたします。

20ページをお願いいたします。

最後の柱が、図書館を運営する上で鍵を握り

ます⑤の図書館ネットワークを支える人財育成

です。図書館の専門的なサービスを支えます県

と市町村に共通する課題と言えます。

幅広い知識や技能、ネットワーク力を有しま

す人財を、中長期的に育成・確保していくこと

に加えまして、今後、双方にメリットが生まれ

る形で市町村立図書館等との人事交流や中長期

の研修受け入れも検討します。

また、ウの２つ目にありますように、常に組

織や事業の自己点検や外部評価による改善にも

努めていきます。

以上の５つが、今後の施策展開の方向性であ

ります。

続いて （６）のビジョンに向けてにあります、

ように、ビジョンに対する関係者の理解と協力

を得ていくことや、平成30年度から32年度まで

の３年間に優先的に取り組みます施策等を明ら

かにしたアクションプランを今年度内に策定す

ること、指標を設定し、毎年度検証・公表しな

がら的確に進行管理をし、施策の見直しに反映

させることに努めてまいります。

最後に、５の策定の経過及び今後の予定であ

ります。

冒頭申し上げました県立図書館ビジョン懇談

会が昨年設立され、同年11月に「これからの宮

」 。崎県立図書館について 提言をいただきました

今年度に入り、県立図書館協議会でビジョン

の策定の考え方を説明し、市町村立図書館等と

の意見交換を行いました。

、 、 、本日 この素案を御報告した後に １カ月間

パブリックコメントを行いまして、再度、市町

村等との意見交換を経て、12月の本委員会で成

案を報告させていただきます。

、 、 、なお お手元には 常任委員会資料とは別に

宮崎県立図書館ビジョンの素案をお配りしてお

りますので、後ほどごらんください。

説明は以上であります。

スポーツ振興課でご○古木スポーツ振興課長

ざいます。

同じく資料の21ページをお願いいたします。

平成29年度全国高等学校総合体育大会の結果

についてであります。

まず、最初の表にある団体についてでありま

すが、１のボクシング競技において日章学園高

校が学校対抗で３年連続優勝、２の剣道競技の

男子において高千穂高校が26年ぶりに優勝、３

の新体操競技の男子において小林秀峰高校が２

位に入賞するなど、全体で６競技６種目が入賞

を果たしております。

次の表の個人におきましては、１のボクシン

グ競技のフライ級において日章学園の中垣龍汰

、 、朗選手が優勝 同じくライト級の堤龍之介選手

ミドル級の吉野健吾選手が２位、また４の陸上

競技の女子円盤投げで宮崎工業高校の岡本光生

選手が３位、５のヨット競技の男子ＦＪ級で日

南振徳高校の深江選手・中村選手組が３位に入
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賞するなど、全体で８競技17種目が入賞を果た

しております。

さらに、一番下の公開競技においても、女子

の自転車競技において上位入賞を果たしており

ます。

続きまして、22ページをお開きください。

上段のベスト８以上入賞者数及び団体数であ

りますが、一番右側、平成29年度の合計欄にあ

りますように、団体と個人の合計が23となって

おります。昨年度に比べて、男子が13種目、女

子が４種目入賞数が減少しておりますが、その

要因といたしましては、昨年度入賞いたしまし

た弓道、空手道、レスリング、柔道等で入賞が

なかったこと、また、九州大会で優勝した日章

学園高校の男子サッカーや、準優勝しました小

林秀峰高校の男子ハンドボール、延岡学園高校

の女子バスケットボール等がインターハイにお

いては入賞を逃したことなどが挙げられます。

また、女子の入賞者数が男子の半分以下であ

るということが、ここ数年の本県の課題となっ

ております。競技力強化推進校等の取り組みの

充実はもちろんですが、本年度からの取り組み

であります「女性アスリート強化対策事業」や

「女性アスリート少年競技力強化事業」等の取

り組みを進め、課題解決に努めてまいりたいと

考えております。

次に、第99回全国高等学校野球選手権大会の

結果についてであります。

12年ぶり２度目の出場となった聖心ウルスラ

学園高校でありますが、１回戦で、佐賀県代表

の早稲田佐賀高校に勝利いたしましたが、残念

ながら２回戦で、福島県代表の聖光学園高校に

敗れております。

続きまして、資料の23ページをお願いいたし

ます。

九州ブロックで開催をされました平成29年度

全国中学校体育大会の結果についてでございま

す。

まず、最初の表にある団体についてでありま

すが、サッカー競技の男子において日章学園中

学校が３位、ソフトボール競技男子において門

川中学校が５位入賞を果たしております。

また、個人におきましては、１の陸上競技の

共通男子200メートルで、宮崎大学教育学部附属

中学校の山内優毅選手が県中学新記録で３位、

２の柔道競技の女子個人で宮崎日本大学中学校

の白石雪乃選手が５位に入賞するなど、３競技

４種目で入賞を果たしております。

、ベスト８以上入賞者数及び団体数については

一番右側の平成29年度の合計にございますよう

に、団体と個人の合計が６となっており、ほぼ

例年並みの結果となっております。

また、本年度は、軟式野球競技とバレーボー

、 、ル競技が本県で開催され 軟式野球に２チーム

バレーボールに男子２チーム、女子１チームが

出場しております。

本県代表チームは、残念ながら入賞はありま

せんでしたが、各チームとも全力でプレーし、

また地元ということもあり、応援のほうも盛大

、 。に行われ 大変盛り上がった大会となりました

今後も、本県の競技力向上対策を充実させ、

さらなる少年競技力向上のため、各学校への支

援に努めてまいりたいと考えております。

以上であります。

24ページをご○萩尾国体・高校総体準備室長

らんください。

２巡目国体に向けたスポーツ施設の整備方針

についてであります。

１の基本的な考え方でありますが、人口減少

時代を迎え、全国的に地方創生が大きな課題と
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なる中で、今回の施設整備も、将来の本県の発

展を見据えて取り組んでいく必要があると考え

ております。

、 、このようなことから ３施設につきましては

県民のスポーツ振興や国体後におけるスポーツ

ランドみやざきの全県展開を図る基盤として整

備することといたしました。

各施設については、次の25ページ以降で御説

明をいたします。

25ページをごらんください。

まず、陸上競技場は、山之口運動公園に整備

したいと考えております。

１の（１）にありますように、都城市が用地

提供などを、また、県が用地造成と競技場等の

整備を行うなど、連携して整備を進めるととも

に （２）にありますように、競技力向上支援や、

キャンプ誘致などについても、連携して進める

こととしております。

、 （ ） 、２ 整備内容の １ 競技場につきましては

主競技場の観客席は1.5万人から２万人規模と

し、観客席については、国体開催時の仮設対応

を検討することとしております。

また （２）用地造成につきましては、公園内、

に高低差がありますので、可能な限りフラット

化を図り （３）駐車場についても、追加整備を、

行うこととしております。

３、課題への対応でありますが （１）の交通、

対策にありますように、国体では多数の来場が

想定されるため、ＪＲなどの利用や、臨時駐車

場の設置とシャトルバスの運行などの対応を検

討いたします。

（ ） 、２ の国体後の施設の活用につきましては

県レベル以上の大会や強化合宿等にも十分活用

されるよう、都城市と連携して取り組んでまい

ります。

26ページをごらんください。

体育館については、延岡市民体育館敷地に整

備したいと考えております。

１の（１）にありますように、延岡市が用地

提供を行い、県と共同整備するほか （２）にあ、

りますように、競技力向上支援や競技会の開催

等について、連携して進めることとしておりま

す。

（ ） 、２の整備内容の １ 体育館につきましては

荒天時における国体の開閉会式会場として使用

するかどうかにより、観客席の適正な規模につ

いて検討することとしております。

また （２）にありますように、体操など特殊、

設備を要する競技につきましては、今後、基本

計画を策定していく中で、整備のあり方につい

て検討することとしております。

３、国体後の施設の活用につきましては、延

岡市と連携して対応するほか、現在の県体育館

は当面活用することといたします。

27ページをごらんください。

プールにつきましては、１、基本的な考え方

にありますように、民間との連携により整備費

等を抑制しつつ、全屋内型の施設を整備する可

能性等について検討することとしております。

県総合運動公園につきましては、１、基本的

な考え方の２段落目にありますように、東京オ

リンピック・パラリンピックの事前合宿など、

今後、さまざまな活用が見込まれております。

そのため、引き続き、スポーツランドみやざ

きの中心施設として、既存施設の維持や改修な

どのほか、津波避難施設の追加整備を行うこと

としております。

28ページをごらんください。

各候補地の整備費用等の比較についてであり

ます。
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、費用面で各候補地の大まかな比較を行うため

現時点での情報の範囲で整理したものでありま

すが、１、陸上競技場については、都城市での

整備に用地造成や駐車場整備等含めて約200億円

程度、２、体育館については、延岡市での整備

で用地造成を含めて約85億円程度となっており

ます。

また、プールについては、一部屋外とした他

、 。県の例では 30億から50億円となっております

この整備費用につきましては、各施設の仕様

や規模、ゾーニングといった具体的な整備内容

を、基本計画としてまとめてまいりますので、

その中で精査していくこととしております。

最後に、29ページでございます。

県総合運動公園の津波避難対策についてであ

りますが、公園内への複数の避難施設の配置等

により、利用者の安全確保を図ることとしてお

り、その費用につきましては、どのような対策

をするかで変わってきますが、ここでは、津波

避難タワーのような工作物を想定し、約80億円

と試算しております。

説明は以上でございます。

その他報告事項に関する執行部○新見委員長

の説明が終了しました。

その他報告事項についての質疑がありました

ら、出してください。

まず、この教育委員会の点検・評○中野委員

価の１ページ、この評価に関して。まずこの法

、 、律26条 これで点検及び評価を行いとあるけど

この点検・評価の内容について、どこまでこの

法律では言っているんですか。例えばその評価

項目、これなんかはどうなっているんですか。

地教行法の26条にこれが盛り○亀澤総務課長

込まれましたのが、大体平成19年ぐらいで、そ

の際に、この点検・評価の内容については細か

い規定は盛り込まれてません。それぞれの県が

独自でやり方を考えてやっている、県と例えば

市町村も同じでございますが、それぞればらば

らということでございます。

だが、これ、総務省の評価なんか○中野委員

は、ただ、よくなった、悪くなったと文字で書

いてあるだけ、よその県のを見ても。それと、

これを議会に提出って、何を点検していいかわ

からないな。それからもう一つ、これを公表し

なければならない、この公表する部分はどこで

すか。

公表はいわゆる一般県民とい○亀澤総務課長

うことで……。

いやいや、公表する内容は。○中野委員

内容はこの報告書冊子全体を○亀澤総務課長

ホームページに載せることとしております。

これをみんな。○中野委員

はい。○亀澤総務課長

それから これと総合政策部がやっ○中野委員 、

ている評価、これはどんな関係。連動している

のか。

県の総合計画のほうでも政策○亀澤総務課長

評価ということでやられていまして、そのアク

ションプランとうちの第２次教育振興基本計画

は同じ内容になっていますので、進行管理上の

指標はほぼ同じものが使われております。だか

ら、ある意味では、県の政策評価での評価と、

うちの評価とが、別々に存在しているという状

態でございます。従前、県の政策評価と同じス

タイルで全く同じものをうちの県教育委員会の

点検・評価としておったんですが、やっぱりな

かなか細かいところまで手が届かないというこ

とで、昨年度からこのような形で、うち独自で

点検・評価の指標をやっているところでござい

ます。
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それと、教育委員会の評価項目と○中野委員

全国学力調査の学習状況調査の項目はどんな

なっていますか。この全国学習状況調査の項目

というのは何項目ぐらいあるんですか。

済みません、全国学力調査の○亀澤総務課長

項目等については、ちょっと全体を把握してい

ませんが、管理指標の基準に全国学力調査等で

使う基準であったり、県が独自で調べる調査を

基準としたりと、いろいろ入っているところで

。 、 、ございます だから 使い勝手がいいというか

ある意味、必要な指標をピックアップして、そ

れぞれの施策の管理指標という形で設けており

ますので、統一にはなってはいません。

全国学力・学習状況調査の○金子学校支援監

項目につきましては、一応100項目ほどありまし

て、その中からこれをピックアップして活用し

ているという状況です。

学習状況調査でやっておる分の100○中野委員

項目、それは小・中学生については全体に、ア

ンケートをとっているということでいいわけで

すか。

テストを受けました全ての○金子学校支援監

子供たちが対象になります。

、 、○中野委員 それと このデータを見ていたら

「みやざきの教育に関する調査」という、調査

がまた出てくるわけです。これは何ですか。

先ほどの常任委員会資料の５○亀澤総務課長

ページにある点検・評価の報告書の内容でござ

いますが、ここに１月から３月まで「みやざき

の教育に関する調査」ということで、教育委員

会ではこういう振興計画をつくった際に、必ず

評価をするということで、従来からこういった

調査を地域の方、家庭の方、それと児童生徒に

対してアンケートの形でずっと実施しておりま

す。それをいろんな形で次の施策につなげると

いうことで、独自でやっているところでござい

ます。

この教育に関する調査、これの調○中野委員

査相手方は、どんな状況になっておるの。

まず、学校に対しての調査、○亀澤総務課長

学校がどうなっているかという調査が１点、こ

れはもう全校になります。あと、家庭向け、地

域向け、これは抽出して、大体1,200件ぐらいの

サンプルを取りまして、いろんなデータに落と

しているところでございます。あと、児童生徒

向けについては、例えば小学校５年生、中学校

、では中学２年生のどこかの一クラスを抽出して

サンプル数として大体1,200ぐらいをアンケート

の調査に使っているところでございます。

その抽出方法が統計学上で適当か○中野委員

という話がある。

それともう一つ、全国学力調査の項目と県の

項目 重複するようなところがあるでしょう 100、 、

項目もあれば。

似たようなということでしか○亀澤総務課長

ちょっと表現できないんですけれど、文章とか

そういったのは違うところがありますけれど、

同じような視点で調査している部分はございま

す。

この内容を見ても、本当に抽象的○中野委員

、 。というか このＡとかＢとかで何を感じるのか

これは、きょうの時間では私はやり切れないけ

れども 「みやざきの教育に関する調査 、これ。 」

予算はいくらかかっているんですか。

、○亀澤総務課長 概数で申しわけありませんが

調査のデータを集計するということで、大体45

万ぐらいを業者に頼んで、委託でアンケート調

査の集計をしていただいております。

もうこの中身については入りませ○中野委員

んけど、総合政策部長もこの評価のあり方を根
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本的に見直すということでしたよ。だからこの

全国学力調査については、しっかり調査します

よね、一部の学年だけだけど。総務課がやって

、 、いるのは 部分的にやったりとかしているけど

学校教育に関する調査だったら、かなりダブっ

ていると思う。本当に、もうちょっと合理的に

考えてください。この調査項目、一回整理した

らどうですか。教育長、こんなのを我々議会に

提出されても何もわからないですよ。ただ、極

端な言い方をすると、教職員の資質向上はＡだ

、 。とかいう ではＡだったらどうなるのという話

、 、また 例えば家庭や地域の教育力の向上なんか

Ａですよ。私は、地元で小学生と一緒に住んで

いるけど、家庭とその地域の教育、こんなふう

に誰が言っておるのかと思う、極端な言い方を

するとね。これは、今、縦の関係で、わざわざ

別にやっておるわけですよ。こんなの本当に、

このボリュームからいっても、労力の無駄使い

ですよ。私は、やっている人が、やりがいを感

じてこれをやっておるのか、不思議でたまらな

い。教育長、どうですか、これ。もう私は、１

日あったって、こんなの議論はし切れない。

基本的にその法律に基づいてや○四本教育長

るということになっていますので、かなり詳細

で、教育というそのもの自体が非常に多岐にわ

、たる内容も非常に深いところまでのことなので

それのエッセンスをまとめると、逆にわかりに

くいようなこともあると思います。ただ、いろ

んな意味で、見直しをすべきものについては、

見直しを行っていきたいと思います。

、○中野委員 教育が多岐にわたるって言うけど

例えば家庭や地域の教育力の向上、こんなこと

言われても、この実態を何で把握しますか。そ

んな考えだから全然前に進まないのですよ。何

ではかるんですか、ここは。

御指摘に対する答えになるか○亀澤総務課長

わかりませんけれど。先ほど見ていただきまし

た点検・評価のシートによりまして、ＰＴＡの

活動がどのような状況であるとか、地域の人た

、ちがどれだけ学校に協力しているとかいうのを

何らかの調査データ、いわゆる根拠が必要でご

ざいますので、そういうデータをかき集めてき

て評価するしかないかなと。全体の状況を概略

して総括評価するというのはなかなか難しいの

で、こういったいわゆる県のデータ等で評価す

るしかないかなと思っております。

かき集めた数字なんかを、これが○中野委員

宮崎県の状況ですって出しても……。私も今、

議員をしていると運動会とか、卒業式に呼ばれ

ます。ＰＴＡの活動なんて、卒業式、運動会、

あとはわからないんですよ 本当に もうちょっ。 、

と客観的な捉え方をしたやつでしっかりやらな

いと。こんなにボリュームだけあったって、こ

れ見る人はいないでしょう。いや、中にはいる

かもしれないけど。もうちょっと客観的にわか

るような数字だったら、みんな真面目に見るけ

ど。教育長どうですか、まだ、今の考え方です

か。

基本的に客観的なデータを入れ○四本教育長

ているところではありますが……。

いや、客観的じゃない、こんなの○中野委員

は。

この点検・評価の冊子のいろん○四本教育長

な施策に関するデータというのは、それぞれい

。ろんな調査なりから持ってきた数字であります

どこかで評価をしなければいけないとなると、

やはりこういう調査からいろんなものを持って

きて、そしてどうであったかということを判断

するしかないわけでありますので、それをこう

全体で見ると何か非常にごちゃごちゃしていて
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わかりにくいとかいう御意見はあるかと思いま

す。しかし、やるとすればある意味、こういう

ものにならざるを得ないような性格でもあると

思います。ただ、個別のことについては、また

いろいろと見直すべきものがあれば、それは見

直していきたいと考えております。

今の教育長の考えじゃ、見直すよ○中野委員

うなことはないの。

基本的にはこういうものになら○四本教育長

ざるを得ないのかなと思っておりますが、また

議会とかでいろんな御意見があれば、検討して

まいりたいと思います。

あんな考え方だったら、後で一回○中野委員

時間つくって項目ごとの検討会やらせてくださ

。 。 。いよ 要望しておきます この政策評価の項目

こんなの議会に上げてもらっても、例えば、こ

ういう数字を使うんだからとか、もうちょっと

詳しく聞かないとわからないでしょう。ここに

ちゃんと議会へ提出すると、書いてあるから、

もうちょっと中身をきかないと。これはもう別

でいいですよ。それから、もう一つ。学力調査

でやっている項目とどんな整合性になっておる

か、ダブっていないか、そこ辺も整理してきて

ください。

点検とかについては、例えば人間○太田委員

、 、 、を見る場合でも Ａであろうが Ｃであろうが

角度が変わったらＣの子のほうがいい場合も

あったりするから、評価というのはなかなか、

基本的には難しいと思うんです 国の法律によっ。

て、これが定められたのは、できるだけ客観的

に見てほしいというのがあったんでしょうけれ

ど。例えば、この点検・評価の資料の40ページ

の一番下には、心身の健康対策の総合的推進と

いうメンタルヘルスのことが書いてあるんです

けれど、取り組みをしたという意味では、確か

にこれはＡなんですよね。Ａという評価で全体

をくくっていると思いますけれど、この40ペー

ジの一番下のところを見ると、本当にいろんな

取り組みをしてきたということで、私は対策と

しては十分されたと思うんです。ただ、結果と

して、どうしてもメンタルダウンする人たちが

存在するような教職員の状況があるというとこ

ろでは、何か、これでいいのかなとか思ったり

するんですけれど、この評価としては、私、対

応したという意味では、Ａ評価と言えるのかな

という気がします。この法律自体の狙いという

のが、大体もともと難しいところがあるんじゃ

ないですかね。人間的な部分もあるだろうし、

何かやわらかい部分の評価をしなきゃいけない

ということもあるだろうし。ＡＢＣの評価自体

が本来難しいものだってあるんじゃないですか

、 、ということは ちょっと言いたいかなと思って

そんな気もいたします。ＡＢＣ評価になじむも

のもあると思うんですけれど、なじまないもの

があるのにどう表現しようかっていったってで

きないから、そこ辺は私たちも考えて言ってあ

げないといけないのかなという気がするんです

けど。そんな思いもあります。

いろいろと御指摘等ありがと○亀澤総務課長

うございます。この点検・評価、19年度に法律

改正されたときには、一つは教育委員、いわゆ

る狭義の教育委員会、教育委員と教育長、その

当時、教育委員長もおられましたけれど、そう

いった教育委員会がみずから点検・評価を率先

してやるということが、そのときの法律改正の

趣旨でございます。教育委員の方々は常勤じゃ

ございませんので、事務局じゃなくて、教育委

員会がみずから、細かくチェックするというこ

、 、とで この点検・評価というのが盛り込まれて

教育委員会制度を強化するという意味で、この



- 25 -

平成29年９月21日(木)

ような制度ができたということになっておりま

す。

また、指標につきましては、確かに平成23年

度につくった指標でございまして、その当時は

そういう分析であったんですけれど、今、評価

の対象として見た場合には非常に評価しづらい

というか、何年もかかるような目標値が掲げて

あります。今後、計画の見直しとかが当然なが

ら出てくると思いますので、そういったときに

は、再度考えていきたいと思います。

教育長、学校政策課の全国学力調○中野委員

査、このなかで100項目をやっておるわけ。こっ

ちで何項目やっているのか知らないけど、それ

を突き合わせれば、かなり一緒のものもあるだ

ろうし、そこをどうするかということで、やっ

ぱり手間はかかるけれど、これでいいですとい

う話じゃないだろう。

そういった意味で、手間のかか○四本教育長

る部分で合理化すべき部分があるとすれば、そ

れは整理をしていきたいと思います。

あるとすればっていうのは ないっ○中野委員 、

ていうこと。

ちょっと今は、双方の調査の内○四本教育長

容をつぶさに記憶しておるわけではございませ

んので、それは一つ一つ、やっぱり重なってい

るものはチェックをしていくということだろう

と思っております。

今回、一般質問をさせていただき○徳重委員

ました、この学力調査、努力したということも

お聞きしましたし、結果として全国並みに近づ

いてきたという状況もあります。秋田県、石川

県にも調査に行かれたということで、少なくと

も全国並みにはというのが基本にあることは間

違いないんですが、それはそれで当然、どの県

でも努力されているわけでして 全体的に上がっ、

てきているんじゃないかなと思うんです。それ

で、何と申しましても、秋田県との差がかなり

あると、私はこう理解しているんです。これを

先生方に継続的に頑張っていただいて、少しで

も上げていただくと。一朝一夕にできるとは思

いませんが、少なくとも目標を立ててほしいな

と。と申しますのも先生方が変わっていきます

よね、異動があったりして、なかなか思うよう

にいかない。やっぱり校長先生なり、あるいは

教育委員会なり、そういう上部の方の指導力と

いうものが相当要求されてくるかなと、少なく

とも現状維持ではどうにもならないことかなと

。 、思うんです そういったことを考えますときに

これだけの差を埋めるために、例えば少なくと

も３年後には全国平均より１点でも２点でも上

げるぞということでないと。今、若干上がって

きておりますが、全国並みになったからいいと

いう考え方で落ち着いてもらっては 一体何だっ、

たのかと、こういう気がしてならないものだか

ら、そこ辺の目標値をどう考えていらっしゃる

のか、教えていただきたい。

全国を上回ったものは、国○金子学校支援監

語、算数・数学のＡ問題だけで、Ｂ問題につき

ましてはまだまだ課題もありますし、まだ全国

平均を上回ったわけではございませんので、Ａ

はＡでさらに定着するように、そしてＢ問題の

課題についてもやはり克服していかなければい

けないと考えております。現段階での目標とし

ましては、全ての項目について、全国平均を上

、回りたいということで取り組んでおりますので

そういう方向でこれからも頑張っていきたいと

思っております。

今おっしゃったＡ問題については○徳重委員

若干ということでありますが、さっきから申し

ますように、かなりの差がありますよね、４ポ
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イント以上。これを全部足していったら、約20

ポイント近くの差になっている。この事実を何

とか、ここまで来たんだからとことんやるぞと

いう形で努力していただきたいなと思っており

ますので、どうぞよろしくお願いしておきたい

と思います。

説明でもさせていただきま○金子学校支援監

したけれど、やはり全国ではすばらしい取り組

みをやっている県もありますので、そういった

ものを積極的に導入しながら、本県全体のレベ

。ルアップに努めてまいりたいと思っております

同じく学力・学習調査についてで○横田委員

すけれど、13ページに全国トップレベルの秋田

、 、県との比較が載っておりますが これを見ると

毎年徐々にその差が縮まってきているというの

がよくわかるなと思います。まだまだ秋田県と

の差はあるかもしれませんが、こうやって段々

と近づいているという現状もありますので、一

年でも早く秋田県に追いつけるようにさらに頑

張っていただければと思います。

それと、もちろんこの学習もすごく大事だと

思うんですけれど、その次のページ、生活習慣

。 、にかかわる調査が出ております これを見ると

ほぼ全ての項目で全国平均を上回っており望ま

しい生活習慣を身につけている割合が高いと評

価してありますが、すごくうれしい数字だなと

思います。学習と同じぐらい大切なことだと思

いますので、ぜひこれをさらに伸ばしていただ

いて、今度は秋田県を初め全国から宮崎県に視

察に来るぐらい力を入れていただくとうれしい

なと思いますが、教育長、いかがですか。

いわゆる学力のほうは、先ほど○四本教育長

支援監が申し上げましたように、Ａ問題につい

ても油断することなく、また、Ｂ問題は全国平

均と比べてまだ低いので、これも一生懸命、油

断なくやってまいりたいと思っております。

それから、今、横田委員から御指摘のこの生

活習慣に関する項目、これは正直申し上げて、

こうすればここがこうなると数字的に上がって

くるのは、なかなか学力以上に難しい問題では

ありますが、いずれも大切な項目であります。

新しい学習指導要領によって道徳の教科化もさ

れますので、いろんなところで、これについて

も一生懸命、調査内容がよくなるように頑張っ

てまいりたいと思います。

頑張ってください。○横田委員

。○後藤生涯学習課長 発言の訂正でございます

先ほど、横田委員のサポートプログラムを活用

した講座の受講数について、約1,800名とお答え

しましたけれども、実際には約1,600名でござい

ました。訂正をいたします。

暫時休憩いたします。○新見委員長

午後０時２分休憩

午後１時２分再開

委員会を再開します。○新見委員長

午前に引き続き、その他報告事項についての

質疑があったら出してください。

では、委員会資料の15ページ、図○図師委員

書館のビジョンについてなんですけれども。20

ページに出てきます「図書館ネットワークを支

える人財を育成する」ということで 「中長期的、

な人財の育成・確保」とありますが、これは、

図書館司書を持たれている方々を中長期的に県

立図書館並びに関連する県の高等学校の図書館

等に順次配置していくという理解でよろしいん

でしょうか。

お尋ねの件でございますけれ○金子図書館長

ども、当然、司書資格を持っているほうが望ま

しいわけでございます。けれども、配置される
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職員は、有していない職員もいるわけでありま

して、そういった場合は、私どもで受け入れま

して、通信教育等で資格を取らせるようには努

めているところでございます。

いずれにしましても、ここで一番申し上げた

い点は、やっぱり今、図書館の業務というのは

非常に幅広くなっています。単に図書の貸し出

しだけではなくて、さまざまな県政情報とタイ

アップした課題解決の支援という形で、私も着

任して、これほど手広くやっているのかなと感

。 、じたところでございます そういった意味では

幅広い知識・経験、それから、人のつながり

ネットワークですね、こういった職員をい─

かに養成していくかということが大事なポイン

トだと思っております。例えば、通常の組織で

あれば、人事異動が一定年数ですが、むしろ、

私どもが専門性を高めるためには、もう少し延

ばしたりするとか。あるいは、図書館以外の世

界を１回経験していただいて、そこで知見を広

げていただき、そしてまた戻ってきてというよ

うな感じで、将来的に図書館を担っていく人材

、というのを計画的に育成していくことが大事で

それは市町村立からも非常に求められておりま

す 「県立図書館にあの人がいる」という、やっ。

ぱりそういう頼られるプロフェッショナルな人

材というんでしょうか、そういった者をぜひ養

成してほしいということもありましたので、今

回のビジョンの中でそれをしっかり書き込んだ

ところでございます。

具体的な御答弁だったと思います○図師委員

が、この素案作成に至るまでにもビジョン懇談

会というのが複数回行われておって、ここの中

でも出てきている意見だと思います。今、館長

が言われたように、まず司書の資格を持ってい

る方が少なかったということ、そして、その方

々も３年スパンぐらいで入れかわって、専門性

を高めていくということが今までは非常にでき

ていなかったということで、新たな人材を育成

するという取り組みの中で、それらが改善され

ていくというのはいいことだと思いますし、私

個人的には、図書館司書は専門職で固定すると

いう形でもいいのかなと思います。一定期間外

部に出て戻ってくるということもあってもちろ

んいいんですが、今、言われたとおり、市町村

立もそうですし、学校の図書館との連携なり、

図書館の図書館としての役割を十分果たしてい

くために、そこでプロフェッショナルを育成し

ていくというのは本当に大切だと思っておりま

す。

あわせてなんですが、学校の図書室・図書館

の司書の方々、学校司書と言われる方々は兼務

の先生方が多いというのを聞きますし、ここの

方々を専従にするなり 図書館司書の資格を取っ、

てもらうなりという働きかけはどのようになっ

ているものでしょうか。

学校における専任司書につ○黒木教職員課長

きましてですが、まず現状として、本県の高等

学校には、12学級以上の高等学校に司書教諭の

資格を持った教諭を配置しております。それと

ともに、12学級以上に事務職員を配置している

といった状況です。また、12学級未満の学校に

つきましては、臨時職員ということで配置をし

ておりますが、今、委員からお話がありました

ように、専任司書の配置につきましては、教職

員の定数を定める法律で定数措置というのがな

されていないこともありまして、現状ではその

経費が県の負担となるので、厳しい状況ではあ

ります。

ただ、専任司書の定数措置につきましては、

都道府県の教育長協議会等を通じて国に要望を
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しているところでありまして、引き続きそうい

うふうに要望を継続していきたいと現状では

思っておるところです。

特に、小・中学校の図書室につい○図師委員

ては、市町村での予算がどれぐらいつくかにも

よるんでしょうけれども、高鍋のほうですと、

もちろんパートだと思うんですが、町単独で学

校司書を雇って、その方が定期的に、いわゆる

図書のソムリエというような形で、生徒の話を

聞きながら、相談を受けながら 「あなたにはこ、

ういう本が合っていますよ」とか 「今、あなた、

の状況だったら、こんな本を読むと力になって

くれますよ」というようなマンツーマンでの図

書指導・読書指導をされているというのも聞い

たことがあります。そういうことが全県的に、

特に県立の高等学校においては、思春期で揺れ

る生徒たちに本が寄り添っていくというか、本

が支えになってくれるというような環境づくり

ができればすばらしいんだろうなと思います。

先ほど言われた国への要望ももちろん必要なん

ですけれども、県単独でも司書の方をどんどん

ふやす、生かす取り組みをしていっていただき

たいと思います。

学力向上ですけれど、私はやっぱ○中野委員

り頑張ればできるなという話だと思います。下

から２番目とか、点数はわずかだけれど、県民

の誇りというか、自信にもつながると思います

から、引き続き高い目標を持って頑張ってくだ

さい。

それから、資料、さっきの「みやざきの教育

に関する調査」の項目。例えば、小学校だった

ら１年生から６年生、中学校だったら１年から

３年まで、どれぐらいの調査をしたのかという

のがわかるような資料を、みんなが要れば、お

願いします。

今、中野委員から要望のあった○新見委員長

資料ですが、既存のやつがあれば、それでもい

いと思いますが。

既存のでいい。○中野委員

中学校、高等学校の総合体育大会○徳重委員

の結果の報告があったわけでありますが、入賞

者数から見ると、何かちょっと心細いような気

がしてならないんですよね。そこで、国体も９

年後ということで、主グラウンド、体育館、プ

ールと、相当な経費をかけるわけで、最高のパ

フォーマンスができなくてはいけないと思って

います。宮崎県もやっぱり天皇杯・皇后杯をぜ

。ひとってほしいという思いがあるわけですよね

そのためには、あと10年もないわけですから、

、 、相当な準備が必要かと思うんですが 選手強化

選手育成についての考え方を聞いておきたいと

思います。

今の御指摘のところ○古木スポーツ振興課長

でございますけれども、22ページのところで、

少年競技力の一つの指標であります高校総体に

ついては、ことしは、昨年に比べて入賞数が非

常に落ちていると。これはなかなか流動的でご

ざいまして、毎年選手が入れかわるということ

で、継続して安定した力というのはなかなか難

しい。これを見ていただくとわかりますが、大

体１年置きぐらいに入賞数がふえたり減ったり

というのがここ数年の大体の傾向ではございま

すけれど、これが安定していかないと、国体あ

たりでも安定した成績がおさめられないという

ことで。今、委員から御指摘がありましたよう

に、長期にわたって、これまではどちらかとい

うと、40位台とか最下位ということで、これを

どうにか30位台にしていこうということでの取

り組みを行っておりましたが、これからは、御

、 、指摘のように ２巡目の国体もございますので

平成29年９月21日(木)
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知事も、そこは天皇杯を目指すということを申

しております。そういった意味では、天皇杯を

獲得するために逆算して何に取り組んでいかな

ければいけないかということで、今、選手強化

はもちろんですけれども、やはり指導者の確保

ということで、国体の種目が40競技ほどあるん

ですけれども、どの競技にも指導者が配置でき

るようにと、今努めているところでもございま

す。あと環境整備ということで、選手を支える

医科学的なサポートであるとか、そういった面

も大切だということで、今、大きく３本の柱で

選手強化、指導者の確保、そして、そういう環

境整備ということで取り組んでいるところでご

ざいます。９年後の国体に向けて、長期的にど

う取り組んでいくかという計画について、今、

検討しているところでございますので、そこあ

たりで、この３本の柱について具体的な施策を

また示していきたいと思いますし、先ほど御指

摘がありましたように、新しく３つの県有施設

ができますので、これも有効に活用して競技力

向上につなげていきたいと考えているところで

ございます。

それぞれで目標を持っていただい○徳重委員

ていることはありがたいんですが、前の国体の

ときもそうだったかなと記憶しておりますけれ

ど、選手強化、指導者育成というのは非常に大

事なことかなと思っています。指導者がいなけ

ればいけない。ただ、急に立派な指導者におい

でいただいても、なかなか選手とコミュニケー

ションがうまくいかないということもあったり

、 、するわけで １つのものを成功させるためには

私はやっぱり10年はかかるという思いがあるわ

けです。それで、10年後なんですね。ここ１、

２年のうちにそれなりのしっかりした指導者な

り そういう目標がしっかり立たないと ちょっ、 、「

と協議しましょう」ということで、ずるずると

あと２、３年たってからということになっては

もう遅いんじゃないかと 手おくれになるんじゃ、

ないかなという気がするわけですが、その考え

方はいかがなものでしょうか。

ある程度の期間を置○古木スポーツ振興課長

いて強化しないと、１、２年ではやはり成果が

出ませんので。日本一を狙うとか、全国のトッ

プを狙うには、少なくても10年ぐらい必要だと

いう声もよく聞かれます。今、ちょうど９年前

でありますけれども、指導者の計画的な配置と

いうことで、現在、教職員課とも連携して考え

ておりますが、一つは、31年に高校総体の９競

技が宮崎で開催されます。その高校総体のとき

に有力である、強化推進校という強化している

学校がありますが、そのときにどういう指導者

を置くかということ。今、ちょうど直前ですの

で、なかなか入れかえがきかないような状況も

ございます。この高校総体が終わった時点で、

２巡目の国体のときにどういった指導者が推進

校の指導者としていいかということをある程度

定めながら配置をして、長期にわたって生徒を

育成していってもらうという構想を今持ってい

るところでございます。そういった計画的な配

置を、また教職員課等とも連携をとりながら考

。えていきたいと考えているところでございます

もう１つお尋ねしますが、少年の○徳重委員

成績というのは、国体では結果としてかなり出

てくるような気がするんですが、あと９年後と

なると、小学校３年、４年ぐらいの人たちが国

体のときには中心になっていくのかなと思うん

ですよ。そういう人材発掘というか、そこら辺

の見きわめはされているのかどうか。

その一つの取り組み○古木スポーツ振興課長

として、御案内のとおり 「ワールドアスリート、
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育成プロジェクト」ということを立ち上げてお

ります。オリンピック、世界に羽ばたくような

選手を発掘すると言っていますけれども、２巡

目国体のターゲットになる子供たちでもござい

ますので、それも一つの取り組みとしてやって

おります。それ以外にも、やはり２巡目国体に

ついては各競技団体が非常に意識をされていま

して、そのときの高校３年生が今の小学校３年

生だと思います。今の小学校３年生、２年生あ

たりが高校３年、２年生となり、少年競技力の

中心で、その上の４年生以上の今の中学生あた

りが、高校生も含めてですが、成年の20代のと

ころで中心になりますので そういったターゲッ、

トを定めて 競技団体のほうも独自で強化をやっ、

ております。今後、県としてもそういったター

ゲットを絞っての強化をしていきたいと考えて

おります。

お願いします。○徳重委員

スポーツ施設の整備についてお尋○横田委員

ねします。

陸上競技場が山之口、体育館が延岡、プール

が宮崎市ということで方向づけがされましたけ

れど、県民のスポーツ振興とか、国体後におけ

るスポーツランドみやざきの全県展開を図ると

。いうような意味でよかったのかなとは思います

でも、宮崎市とか競技団体などから不満が出て

いることも事実だと思います。

それで、宮崎市が独自でアリーナをつくると

いう構想を、今、打ち出そうとされていますけ

れど、もしできることなら、アリーナとプール

を一体的につくって、さらに利用度を高めなが

ら、そして、宮崎駅周辺の再開発につなげるな

ど、宮崎市や競技団体も納得していただけるよ

うな方向性をつくってもらえるとありがたいな

と思います。

木花の総合運動公園も、今後ともスポーツラ

ンドみやざきの中心拠点として活用していくた

めに整備を図っていくということですので、そ

ういうことができれば、みんなが満足できて、

そして、２巡目国体に向けて思いを１つにして

向かっていけることになるんじゃないかなと思

うんですけれど、いかがでしょうか。

本当に委員の○萩尾国体・高校総体準備室長

、 、御指摘のとおり この国民体育大会というのは

半世紀一度の大きなスポーツの大会ということ

でございます。１巡目の昭和54年の国体でも、

その後、レガシーといいますか、いろんなスポ

ーツ振興であるとか、いろんなところが今の礎

となっております。当然、今度の２巡目国体に

おきましても、全県的なスポーツ振興、競技力

の向上、あるいは地域振興、スポーツランドの

全県展開と、そういった意味で、中心もやりな

がら裾野を広げていくという考え方でございま

すので、そういう形で進んでいきたいと思うん

ですけれども、今言いました宮崎市のアリーナ

構想については、市長さんが議会で言われたと

いうことで、そこら辺のことは私どももまだ聞

、 、いておりませんので そういう御相談があれば

総合政策部のほうが主となると思うんですけれ

ども、今後また相談に乗っていくようなことに

なっていくのかなと考えているところでござい

ます。

いろんな競技団体とか、市町村が○横田委員

やっぱり気持ちを同じくしていけるような方向

づけがどうしても大事だと思いますので、難し

い問題もいろいろあるかとは思いますが、でき

るだけその方向で頑張っていただければと思い

ます。よろしくお願いします。

もう１ついいですか。

全国高総文祭の御報告がありました。これを

平成29年９月21日(木)
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見ると、本当に宮崎県の高校生が頑張ってくれ

た様子が目に映るような気がしました。

以前、宮崎大会があったその前の年、三重大

会だったんですけれど、その当時の文教警察の

委員会で視察に行かせてもらいました。本当に

すばらしい大会で、感動したのをよく覚えてい

ます。その次の年が宮崎大会だったんですけれ

ど、ちょうど口蹄疫が発生した年で、できるか

どうかすごく不安だったんですけれど、ぎりぎ

り間に合って、だからこそ逆に感動が大きかっ

たということもすごくよく覚えています。

ことしの宮崎大会はあしたからということな

んですが、高総文祭は、全国にしても、県にし

ても、すごく意義のある文化祭だと思いますの

で、引き続きじゃなく、これまで以上に県教育

委員会としても力を入れて御支援をしていただ

ければありがたいなと考えています。質問じゃ

ないですけれど、よろしくお願いします。

おっしゃるとおりで、あ○吉田学校政策課長

す開会式で、また県でも始まるわけですけれど

も、県教育委員会としても万全にバックアップ

をしながら、特に芸術系の教員とかは研修もふ

やしながら高めていきたいと思っております。

よろしくお願いいたします。

お願いします。○横田委員

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

その他で何かございませんで○新見委員長

しょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

先ほど 中野委員から要求があっ○新見委員長 、

た資料の件ですが、この資料については全員に

配付ということでよろしいですかね （ はい」。「

と呼ぶ者あり）では、でき上がり次第いただく

ということで。

それでは、以上をもって教育委員会を終了い

たします。執行部の皆さん、大変お疲れさまで

した。

暫時休憩いたします。

午後１時23分休憩

午後１時36分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

、 。報告事項等について 局長に説明を求めます

企業局でございます。よろし○図師企業局長

くお願いいたします。

委員の皆様方には、日ごろより、企業局の事

業の運営につきまして御指導・御支援を賜り、

まことにありがとうございます。企業局といた

しましては、今後とも職員一丸となりまして円

滑な事業の推進に努めてまいりますので、引き

続き御支援を賜りますようよろしくお願いをい

たします。

では、座って資料の説明をさせていただきま

す。

お配りしております委員会資料の表紙をおめ

くりいただきまして、左側の目次をごらんくだ

さい。

企業局では、今回、議案はございませんが、

、 、提出報告書関係が１件 その他報告事項が１件

合計２件でございます。

まず、１の提出報告書についてであります。

これは、県が出資している法人等の経営状況に

ついてでございます。地方自治法第243条の３第

２項及び宮崎県の出資法人等への関与事項を定

める条例第４条第３項の規定に基づきまして、

企業局が出資しております一般財団法人一ツ瀬

川県民スポーツセンターの経営状況等について

御報告するものであります。

次に、２のその他報告事項でございますが、
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ドローンの活用状況について御報告するもので

あります。

詳細につきましては、経営企画監及び電気課

長より説明させますので、よろしくお願いをい

たします。

私からは以上でございます。

。○新見委員長 局長の概要説明が終了しました

初めに、報告事項に関する説明を求めます。

県が出資している法人等の○新穂経営企画監

経営状況について御報告いたします。お手元の

「平成29年９月定例県議会提出報告書（県が出

資している法人等の経営状況について 」の149）

ページをお開きください。

一般財団法人一ツ瀬川県民スポーツセンター

平成28年度事業報告書であります。

まず、１の事業概要でございますが、当セン

ターは、企業局が設置した一ツ瀬川県民スポー

ツレクリエーション施設の指定管理者としてゴ

ルフ場の管理運営を行いました。

なお、当センターは、平成18年４月１日から

指定管理者として指定を受け 現在３期目となっ、

ております。

また、平成24年４月１日に、一般財団法人に

移行したことに伴う公益目的支出計画を引き続

き実施しました。公益目的支出計画といいます

のは、新しい公益法人制度において、それまで

に受けた寄附などの財産を公益な目的のために

支出していく計画のことでありまして、当セン

ターの場合は、基本財産を出資者である県と新

富町に計画的に寄附していく計画を立てること

により、一般財団法人としての認可を受けてい

るところであります。

なお、指定管理に当たっては、施設の利用料

金を全て当センターの収入とする利用料金制を

導入しており、その中から一定額を企業局に納

付する協定を結んでおりまして、この納付金が

企業局の地域振興事業の主な収入となっており

ます。

次に、２の事業実績でございますが （１）の、

指定管理業務に係る事業費は１億616万2,000円

となっております。施設の管理運営の実績とい

たしましては、ゴルフコースの利用者数が３

万464人、主催コンペの開催数が167回で、参加

者数が１万4,650人、カートの貸出者数が２

万6,760人、レストランの利用者数が２万5,514

人などとなっております。

次に （２）の公益目的支出計画の実施に係る、

事業費は100万円で、県に70万円、新富町に30万

円寄附いたしました。

次に、150ページからの３の貸借対照表以下、

経営状況の詳細につきましては、後ほど御説明

いたします経営評価報告書と重複しております

ので、ここでは省略させていただきまして、先

に今年度の事業計画について御説明いたしま

す。154ページの平成29年度事業計画書をお開き

ください。

１の事業概要は、先ほど御説明いたしました

平成28年度と同様であります。

２の事業計画でございますが （１）の指定管、

理業務に係る事業費は１億1,178万1,000円で、

事業内容は平成28年度と同様でありますが、ゴ

ルフコースの目標利用者数は、平成28年度か

ら500人減の３万3,500人、主催コンペの目標参

加者数は、平成28年度と同人数の１万6,000人に

設定しております。これらの目標利用者数につ

きましては、近年の利用者数の動向を踏まえ、

当センターの事業計画において設定された数値

であります。

また （２）の公益目的支出計画の実施につき、

ましては、前年度と同様、県と新富町に合計100
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万円を寄附する内容となっております。

次に、155ページの３の収支予算書をごらんく

ださい。

まず、収入の部でございますが、予算額の合

計は１億1,188万1,000円で、ゴルフコースの利

用料収入、カート使用料、レストランの売り上

げなどが主な収入となっております。増減で前

年度より240万6,000円の減収としておりますの

は、目標利用者数を前年度から500人減らしたた

めであります。

次に、支出の部の予算額の合計は１億1,188

万1,000円で、前年度より192万6,000円の減と

なっております。これは光熱水費などの経費の

節減などによるものであります。

その結果、一番下から３段目の当期収支差額

の欄につきましては、差し引きゼロ円を見込ん

でおります。

次に、211ページをお開きください。

宮崎県出資法人等経営評価報告書について御

説明いたします。

まず、上の表の当センターの概要ですが、上

から３番目の欄にありますとおり、設立は平成

元年11月18日 その下の欄ですが 総出資額は500、 、

万円 うち県出資額が350万円で 出資比率は70.0、 、

％となっております。

次に、中ほどの表の県関与の状況であります

が、人的支援については、役員数の合計は５人

で、県の退職者が１人、それ以外が４人となっ

ております。また、職員数は、平成28年度が９

人、平成29年度が10人で、全てプロパー職員で

あります。

その下の財政支出等につきましては、昨年の

、台風16号によりコースが冠水被害を受けたため

基本協定書の規定に基づき、修繕費用の一部と

して154万円を県から修繕費用負担金として支出

しております。

なお、その他の県からの支援等については該

当ありません。

次に、下の表でございますが、実施事業につ

きましては、先ほど御説明いたしました事業報

告書の内容と同様でございます。

その下の活動指標でありますが、①のゴルフ

場利用者数は、平成28年度は目標値３万4,000人

に対し、実績値３万464人で、達成度は89.6％と

なりました。また、②の主催コンペ年間参加者

数は、目標値１万6,000人に対し、実績値が１

万4,650人で、達成度は91.6％となりました。

なお、平成29年度と30年度につきましては、

目標値を変更しております。

212ページをお開きください。

上の表の財務状況から御説明いたします。

まず、一番上左側の正味財産増減計算書でご

、 。ざいますが 平成28年度の欄をごらんください

一番上の経常収益は１億487万7,000円、経常費

用は１億616万2,000円で、差し引きの当期経常

。増減額は128万5,000円のマイナスとなりました

これから当期経常外費用７万1,000円を差し引い

た当期一般正味財産増減額は135万6,000円のマ

イナスとなりました。一般正味財産期首残高が

当初569万5,000円ありましたので、一般正味財

産期末残高は、この135万6,000円を差し引きま

して、433万9,000円となります。当期指定正味

財産増減額は、特定寄附を実施したため、マイ

ナス100万円となり、指定正味財産期首残高600

万円からこの100万円を引いて、指定正味財産期

末残高は500万円となりました。その結果、一般

正味財産期末残高と指定正味財産期末残高を合

計しました正味財産期末残高は933万9,000円と

なっております。

次に、右上の貸借対照表の平成28年度の欄を
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ごらんください。資産は2,086万3,000円で、そ

の内訳は、現金預金などの流動資産が1,528

万5,000円、定期預金、機械装置などの固定資産

が557万8,000円となっております。

次に、負債は1,152万4,000円で、未払金、借

受金などの流動負債のみとなっております。

資産から負債を差し引いた正味財産は933

万9,000円で、その内訳は、指定正味財産が500

万円、一般正味財産が433万9,000円となってお

ります。

次に、下側の財務指標の平成28年度の欄をご

らんください ①の利用料金収入は 目標値7,704。 、

、 、万4,000円に対し 実績値6,908万4,000円となり

達成度は89.7％となりました。②の人件費は、

目標値4,451万9,000円に対し、実績値3,881万円

となり、達成度は112.8％となりました。③の自

主事業収入は、目標値3,724万3,000円に対し、

実績値3,413万9,000円となり、達成度は91.7％

となりました。

なお、平成29年度と30年度の目標値につきま

しては、下の欄の指標の設定に関する留意事項

にありますように、これまでのゴルフ場利用者

数の推移を踏まえまして目標値を変更しており

ます。

その下の表の直近の県監査の状況については

該当ありません。

最後に、総合評価でございますが、右の欄の

県の評価をごらんください。

活動内容については、先に御説明しましたと

おり、ゴルフ場利用者数等の実績について目標

を達成することができず、今後の改善が求めら

れると考えます。また、県内ゴルフ人口の減少

傾向や料金単価の減少など、厳しい状況ではあ

りますが、引き続き新規利用者の開拓等の誘客

対策に取り組んでいく必要があると考えます。

財務内容につきましては、平成28年度の収入

は前年度を下回った上、台風16号による冠水被

害の影響などにより、単年度収支赤字が発生し

ております。昨年度の収支赤字は、自然災害に

起因するため、やむを得ない面もありますが、

財政基盤の安定が引き続きの課題であるとして

おります。

なお、組織運営につきましては、職員の退職

により９名での運営となりましたが、臨時職員

を雇用し、サービスの質を確保できたものと考

えられます。

これらを踏まえ、評価につきましては、活動

内容と財務内容はやや課題ありとして、Ｃ、組

織運営はほぼ良好として、Ｂとしたところであ

ります。

私からの説明は以上でございます。

報告事項に関する執行部の説明○新見委員長

が終了しました。

報告事項についての質疑があったら出してく

ださい。

ゴルフ人口がどんどん減ってきて○徳重委員

いる状況にあるわけですが、今、テレビでもほ

、とんど毎日のようにゴルフの放送があるわけで

中・高校生でやりたい人がおるんじゃないかな

という気がするんですよ。そこで、そういう学

生の指導というか、そういったものを一般の中

・高校生を対象にここでやるとかいうことは計

画されたことはないものですか。高校でもゴル

フをやっている学校がありますよね。それは別

にして、一般の人で中・高校生がゴルフをした

いんだけれど、コースにはなかなか行けないと

いうことで、そういう指導をするというような

計画はないものですか。

中・高校生となりますと、○新穂経営企画監

本格的にやっている方々が多くて、御承知のと
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、 。おり 本格的なゴルフ場で練習をしております

一ツ瀬川県民ゴルフ場につきましては、児湯地

区にゴルフを対象としたスポーツ少年団があり

まして、そのスポーツ少年団に２週に１回、土

曜日の午後、ゴルフ場を貸し出しておるところ

でございます。

中・高校生に対して、利用料とい○徳重委員

うか、プレー料は減額されたり、いろいろされ

ているものですか。

18歳未満は510円となってお○新穂経営企画監

ります。そして、先ほど申しましたスポーツ少

年団につきましては、１回100円で利用していた

だいております。

指導者はおるんですか。○徳重委員

指導者は、スポーツ少年団○新穂経営企画監

の指導者がついております。

212ページの真ん中あたりのところ○太田委員

に財務指標があります。その中の人件費②、こ

れが目標値に対して実績値が下がっておるわけ

ですが、パーセントとしては112％程度になると

いうことです。これは目標値に対して実績が少

ないほうがいいと考えるのか。人件費だから、

そこで働く人のことだろうと思っているんです

ね。先ほど、臨時職員を雇用したという内部努

、 、力とかいうのもありましたが 見方によっては

働く人が通常より高目の賃金をもらってもいい

んじゃないかなとか思ったりもするものですか

ら。この辺が下がったことで、達成度が112％に

なるんだということの考え方は、どういう見方

をすればいいんですか。

この指標につきましては、○新穂経営企画監

行政経営課の評価方法に基づいて記載しておる

ものでありまして、この目標値が予算であり、

それ以上に人件費を使うとなると、経営上問題

があるという考え方でして、予算は十分確保さ

れた上で、それを下回る努力をしなさいという

ことだと思います。

そういうことなんですね。下回る○太田委員

努力をしなければというのが暗にあるわけです

ね。見方によっては、100％でもいいんじゃない

かと、いただいた人が市内でいろいろ使えば、

地域の活性化にもつながるわけだから。逆に、

パーセントがあまり上がり過ぎるのも問題かな

という視点も持っておかないといけないと理解

はいたしました。

それと、もう１つ確認です。149ページのとき

に説明がありましたけれど、一般財団法人に移

行したことに伴って公益目的支出計画を計画し

たということでありますが、これを一般財団法

人に移行したことに伴って、法人の社会的な貢

献とかいうことで、宮崎県もしくは新富町にそ

ういうものを還元することが一般財団法人の任

務なんだよというような、当時、法的に命ぜら

れたものがあって、こういう移行の仕方をした

んでしたかね。

平成24年に一般財団法人に○新穂経営企画監

移行したわけですけれども、それまでは公益法

人だったものですから、県と新富町から合わせ

て1,000万円の基本財産を有しておりました。こ

れは、税金から拠出された財産ですので、一般

財団法人に移行するに当たりまして、この財産

は公益目的に使いなさいと、全部使い切りなさ

いと、その上で一般財団法人に移行しなさいと

いうのが法律で定められておりまして、そ

の1,000万円を10年かけて新富町と県に寄附する

ということで認可を受けたということになりま

す。

そうしたら、これは永遠に続くと○太田委員

、 、いうことじゃなくて 1,000万を返還し終われば

もう終わりということなんですね。わかりまし
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た。

昨年は台風16号で冠水したという○横田委員

ことですけれど、冠水したら、コース内に土砂

とかが当然たまりますよね。何日間かクローズ

にして作業に当たられると思うんですけれど、

その作業は職員９名プラス臨時職員の10名でさ

れるんですか。

昨年の場合は、完全に冠水○新穂経営企画監

しまして、泥等もコースに流れましたので、重

機等も入れないといけないということで、その

重機のレンタルとか、オペレーターとか、外部

に委託してやっております。そのほか、企業局

の職員も行って、コースの整備を手伝って、約

５日間クローズしたところであります。

レストランがありますよね。レス○横田委員

トランの調理する人もおられると思うんですけ

れど、そういう人たちもこの職員の中に入って

いるんですか。

調理をされるレストラン課○新穂経営企画監

長というのがおりまして、その１名が職員で、

そのほかはパートでやられています。

わかりました。○横田委員

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、次に、その○新見委員長

他報告事項に関する説明を求めます。

企業局におけるドローンの活○森本電気課長

用状況について御報告いたします。

会場に大型のディスプレーを御用意しており

ます。今回は動画による御説明をさせていただ

きます。また、ちょうど現物が届きましたが、

現物につきましてもごらんいただきたいという

ことで持ってまいりました。よろしくお願いい

たします。

それでは、委員会資料の１ページをごらんい

ただきたいと思います。

、 。 、まず １の導入機器の概要であります 現在

企業局では、２台のドローンを導入しておりま

す。

まず１台目は （１）ＤＪＩ社のファントム４、

であります。これは、１パイロット制になって

おりまして、１名の操縦者により、機体とカメ

ラを操作するタイプであります。４Ｋカメラを

搭載し、全景や風景の写真撮影に適しておりま

す。重量は約1.4キログラムで、飛行可能時間は

約28分となっております。小型で取り回しがよ

いため、簡易撮影や認定操縦者の育成研修用と

して使用しております。

２台目は （２）同じくＤＪＩ社のインスパイ、

ア１プロであります。こちらは、２パイロット

制になっておりまして、２名の操縦者により、

機体とカメラをそれぞれ操作するタイプであり

ます。カメラ操作と機体操作、それぞれに集中

できるため、より高度な撮影が可能となってお

。 、ります ４Ｋの光学3.5倍ズームカメラを搭載し

設備の詳細な撮影に適しております。

重量は約３キログラムで 飛行可能時間は約18、

分となっております。

こちらは設備点検や広報などに使用しており

ます。

次に、２の運用体制等についてであります。

（１）の目的ですが、企業局では、送電線、

配電線及び鉄塔点検、施設点検、災害状況等の

確認、広報等に使用することを目的といたしま

して、ドローンを導入いたしました。

（２）の運用体制についてでありますが、国

が示す無人航空機の安全な飛行のためのガイド

ライン等を踏まえまして、企業局独自の「ドロ

ーン管理運用要領」を定めておりまして、飛行

時の安全管理体制などを規定し、飛行に当たっ
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ては、監視者をつけるなどの運用を行っており

ます。

昨年12月に導入し、ことしの２月から実運用

を開始しておりまして、発電所や送電線の設備

調査等に活用しております。

（３）の、認定操縦者の育成でありますが、

ドローンの操縦におきましては、国は資格等を

定めておりませんので、誰もが自由に操縦でき

ますが、企業局では、独自に「ドローン操縦者

育成研修実施要領」を定めておりまして、国が

示している講習カリキュラムとほぼ同等の講習

を実施することにより、操縦者の育成を図って

おりまして、講習に合格すれば企業局独自で認

定するという制度を設けておるところです。

これまでに局内で６名の認定操縦者を育成し

ておりまして、現在も局内の操縦者を順次育成

しており、今年度末には合計18名になる見込み

となっております。

、 。次に ３の活用状況の例についてであります

ドローンの活用状況の主な事例を５種類、御

用意いたしております。映像を使って順番に御

説明いたします。ディスプレーをごらんくださ

い。

まず、１、送電線鉄塔での点検状況でありま

す。

これは、ドローンによる点検の様子を、別の

。 、ドローンから撮影しているものであります 今

見えておりますドローンを操縦して 鉄塔に沿っ、

て、点検を行っております。

このドローンの下にカメラがついておりまし

て、撮った映像がリアルタイムで操縦者のもと

へ送られるとともに、記録されるようになって

おりまして、撮影後にパソコン等で再生ができ

るようになっております。

また、ドローンで撮った映像は、４Ｋ画質と

いいまして、非常に精細な画像となっておりま

す。

このドローンは、カーナビ等に使われており

ますＧＰＳを内蔵しておりまして、ごらんのよ

うに、空中の一定地点にとどまってホバリング

を行うということができるものであります。操

縦者が映っておりますが、これまでは鉄塔に登

らなければ点検ができなかったところでありま

すが、ドローンによる点検では、地上から映像

を確認しながら点検を行うということで、安全

な点検が可能となっております。

次に、事例２、送電線鉄塔でのズームカメラ

を用いた点検状況であります。

これは、ズームカメラつきのインスパイア１

プロで撮影したものであります。鉄塔の頂部を

点検したものでありまして、ここから映像がズ

ームされていきます。これまでは鉄塔に登らな

ければ見ることのできなかった鉄塔の頂上部分

、 。を 簡単にこうやって確認することができます

、 、ズームカメラを用いることで ごらんのように

詳細な画像を撮影することができ、鉄塔の頂部

に取りつけられている光ファイバーケーブルの

状況やその取りつけボルトの部分のさびなどが

確認できたところでございます。

このような点検は、ドローンならではのもの

でございます。

次に、事例３、法華岳公園にある送電線鉄塔

での職員の昇塔訓練の状況であります。

非常時などには、職員が実際に鉄塔に登って

作業することがありますが、鉄塔での作業は高

所作業であり、危険を伴うため、安全帯の使用

方法などの訓練を行うこととしております。

この鉄塔は、三財線のナンバー11号鉄塔であ

りまして、この高さは25メートルであります。

企業局の鉄塔の中では平均より少し高い鉄塔で
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ございます。

場所は、国富町の法華岳公園のグラススキー

場の上に立っておりまして 右の奥のほうにずっ、

と延びております送電線の先には、西都市にあ

る三財発電所がございます。反対側は、これか

、 。らごらんいただく 綾第二発電所がございます

続きまして、事例４、綾第二発電所の状況で

あります。

放水口で発電に使用した水が流れ出しており

ます。緑の管が見えておりますが、これは、国

営かんがい用の水管橋で、綾町の錦原地区等に

農業用水を配水しているものであります。綾第

２発電所の建屋が見えてまいりました。１号発

電機が運転中で、発電に使用した水が流れてい

る状況が見られるかと思います。

左側には変電所があります。今から上昇して

いきますが、上昇しますと、奥のほうには太陽

光の発電設備が見えてまいります。

このように、ドローンで撮影すると、今まで

にない視点から、発電所全体の状況を確認する

ことができるというものでございます。

続きまして、事例５、酒谷発電所・日南ダム

の状況であります。

酒谷発電所は、平成28年10月に運転を開始し

ております。これは、発電所の放水口が見えて

おるところで、少し運転をして、水の量はそん

なにないんですが、発電所からダムのほうに向

かってまいります。ダムから水が流れている様

子が見えてきます。だんだんと今から高度を上

げてまいりまして、堤体の上、左のほうにオペ

レーターがおるんですけれども、また別の監視

員が下におりまして、連絡をとり合って操縦し

ておるわけであります。

ダム湖が見えてまいりました。台風前に映し

、 。ておりますので ダムがまだきれいな状況です

これ、右に振れますと、ダムの管理事務所が確

認できてきます。さらに、堤体側のほうに向け

てまいります。だんだんとダムから引いていき

ます。奥のほうには発電所が見えてますが、だ

んだん引いてまいりますと、ダムのちょうど真

ん中あたりですが、半円状の放水堰が見えてま

いります。ここから流れ出た水が先ほどダムか

ら流れ出していた水でございます。

このような動画は、ＰＲにも活用できると考

えております。

以上が、現在、企業局がドローンを活用して

おります状況の一例でございます。

今後は、ドローンのさらなる有効活用を進め

てまいりたいと考えております。

私からの説明は以上でございます。

その他報告書事項に関する執行○新見委員長

部の説明が終了しました。

その他報告事項についての質疑があったら出

してください。

今のドローンの動画、初めてであ○中野委員

んな風景写真みたいなのかなと思う。本当に点

検となると、ひび割れとかアップしたりしない

といけないでしょう。あれは、こっちでズーム

アップもできるけれど、パソコンで取り込んだ

中でもズームアップできるわけ。

これはパソコンに取り込める○森本電気課長

ものでありまして、当然、パソコンでの画像に

つきましては、拡大してしっかりと見ることが

できます。

ぜひ、今のは試運転みたいな感じ○中野委員

、 、やから 次はしっかり検査するぐらいのものを

こんな大きいのじゃなくていいから、また見せ

てください。

まだドローンは導入して日が○森本電気課長

浅いわけでありまして、今後いろいろ有効活用
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というのは図っていきたいと考えております。

どれぐらいするものですか、値段○徳重委員

を教えてください。

こちらに置いてある小さいほ○森本電気課長

。うがファントム４で約29万円ほどでございます

大きいほうはインスパイア１プロ、これは73万

円ほどとなっております。

。○徳重委員 この画像の撮影機能は一緒ですか

大きいほうにつきましては、○森本電気課長

ズーム機能がついておりますし、カメラもいい

のがついております。安定して動かせるような

機能になっております。

やはり安全安心でないといけない○徳重委員

、んじゃないかなという気がしてならないんです

空を飛ぶわけですから。危険度というか、そう

いったものはないと言えるものでしょうか。操

縦の仕方によってはあり得ると思うし、あるい

は一般論として、おたくでやられている電線、

電柱となりますと、電線があったり、山があっ

たりと、そういったもののいろいろな危険性は

どのように考えていらっしゃいますか。

基本的にこのドローンといい○森本電気課長

ますのは、ＧＰＳを内蔵しておりまして、何も

しなければその位置にずっととどまっていると

いうのがまず一つ、安定してじっとしていると

いうことで、放っていてもその位置にじっとし

ているということで、自分で操作してぶつかっ

ていかない限りはぶつかることはないというの

が一つありまして もし故障といいますか バッ、 、

テリーとかがなくなりかけてくると、自動的に

最初の位置に戻ってくるという機能も持ってお

ります。あとは自分たちの中で管理運営要領を

定めておりますので、風速の５メートル以上で

は運転しないとか、あるいは操縦者と、先ほど

言いました、２名以上の監視者を置いて飛行の

管理をするとか、そういったことで安全管理体

制について万全にしていきたいということで

やっておるところでございます。

この管理資格というんですか、私○徳重委員

は一般質問もさせていただいたところですが、

資格取得は国に認定されているところの資格に

なるんですか。

ドローンの操縦につきまして○森本電気課長

は、基本的に免許とかそういう資格はございま

せんので、誰もが自由に運転できるというわけ

でありますけれども、民間では、やはりそれで

はいけないだろうということで、ある程度、国

のドローン操縦のガイドラインというのが示さ

れておりますので、それを参考にして、いろん

な団体等が講習をやっております。企業局にお

きましても、同じように国のガイドラインを参

考にいたしまして、同じような講習をやって、

。操縦の安定性を保っているところでございます

最後にしたいと思いますが、やは○徳重委員

り、電気関係なら電気関係の能力というか、技

術というか、そういったものがなければどこを

映していいやら、今、どこが問題だというよう

なことがよくわからないと撮影もできない、飛

ばすこともできないんじゃないかなと思うんで

す。一般の人が急に異動で動かれてもできない

んじゃないかなと思うんです。だからその操縦

技術者というのは、特定の人に限られてくるの

かなと。どんなものですか、そこ辺。

企業局の中で、民間がやって○森本電気課長

いる講習と同じような操縦の講習カリキュラム

を設けております。異動者とか来られたら、そ

ういう人たちにも同じような講習カリキュラム

を受けていただきまして、ある程度、操縦の訓

練をして認定する制度を設けております。大抵

のカリキュラムを合格すれば操縦できるという

平成29年９月21日(木)



- 40 -

ことで、企業局独自でそういったカリキュラム

を通した操縦者の育成を行っております。そう

いう人たちが職員の中では運転をしていくとい

うことでございます。

最後にしたいと思いますが、その○徳重委員

操縦の技術訓練の場所というのが、一般的にど

こでもできないということを聞いておりました

ので、企業局の場合はどこで訓練をされている

のか、教えてください。

まず、一般の法規的なことは○森本電気課長

局内でやっておりまして、その後、シミュレー

、ターというのでパソコンで実際に動かしてみて

パソコン上で一回シミュレーションをしながら

訓練をし さらにそれが終わると 企業局のちょ、 、

うど裏側に体育館がございますが、あそこの中

で屋内での訓練を行うということであります。

、 、それが終わりますと 今度は屋外ということで

綾第二発電所とかああいう自分たちの場所があ

ります。あるいは法華岳公園をお借りいたしま

して、そこで上のほうには先ほどの三財線の鉄

塔もございますので、ああいった現地で訓練を

行って、それを一通り終わらせてから、最後に

実地の試験をしまして、それに通ったら認定す

るというような形で進めております。

すごいなと思いながら見ていまし○横田委員

た。これからどんどん活用範囲が広がっていく

んじゃないかなと思うんですけれど、これは企

業局の予算の中で購入されたんですか。

企業局の予算で購入しており○森本電気課長

ます。

県土整備部も持っているんじゃな○横田委員

いかなという話がさっきあったんですけれど、

宮崎県の中で、例えば警察も含めて、どこの部

局が持っているんですか。

私どもが知っている限りにお○森本電気課長

きまして、営繕課が持っているという話は聞い

ております。

だんだん活用範囲が広がっていけ○横田委員

ば、ほかの部局もぜひ使いたいというところが

出てくるんじゃないかなという気もするんです

けれど、将来的には県全体で一括管理して、ど

こでも使っていいような、使えるような状況に

持っていったほうがいいんじゃないかなという

気もするんですけれど、そこらあたりはどんな

ふうに考えているんですか。

企業局の場合の導入目的とい○森本電気課長

いますのが、自分たちの設備の点検等に使うと

いうことがまず第一にあります。まずはその辺

のところを十分に活用しながら、ドローンの活

用が広がっていくということになれば そういっ、

たことに対しても検討していくことになるのか

なとは思っております。一つ、運用要領の中で

は、災害等で非常時の場合につきましては、企

業局のこのドローンにつきましても、そこに応

援ということで、オペレーターとともに一緒に

行って、操作して、応援をしていくということ

も要領の中でも書いておりますので、そういっ

た形で一緒になってやっていくことも考えてお

ります。

あの本体についているカメラ、あ○中野委員

れはレンズだけでこっちのモニターで画像は保

、 。存するわけ それとも真ん中がカメラそのもの

モニターはリモートコントロ○森本電気課長

ール装置でありまして、ドローンで映している

画像が、そのリモートコントロールのｉＰａｄ

にそのまま映ります。だから、今ドローンがど

ういう状況で飛んでいるというのがすぐ見えて

いて、それはそのまま録画ができているという

ことであります。もちろんワンショットでの写

真も撮れるというような製品でございます。
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飛行可能時間とかも教えていただ○太田委員

きましたけれど、充電もすると思うんですが、

充電は大体どのくらいで完了するんですか、時

間的には。

１時間でございます。急速充○森本電気課長

電器で１時間で充電できるということです。

今説明の中で、法規的なことも勉○太田委員

強させるというような感じで言われていたわけ

ですが、この国が定めている講習カリキュラム

とほぼ同等の講習を実施しということで、法規

的なこととかいった場合は、飛ばしたらいけな

いところがあるとか、ドローンにまつわって、

。何か法規的なものができ上がっているんですね

その辺の法規的なものというのは、例えばどん

なものがあるんですか。

ドローンにつきましては、ま○森本電気課長

ず空を飛びますので、航空法の規制を受けるわ

、 、けでありまして 今現在のところでありますと

まず空港の周辺は飛行禁止区域ということ、そ

れから150メートル以上になるとそこは飛んでは

いけないということ。町の中の人口密集地区、

これは人口密度4,000人以上というような条件が

ありますが、そういった場所につきましてもま

ず飛行禁止区域ということで、はっきり禁止さ

れておるものであります。

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、その他で何かありま○新見委員長

せんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、以上をもっ○新見委員長

て企業局を終了いたします。執行部の皆さん、

お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午後２時24分休憩

午後２時27分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

あすの委員会は午前10時に再開し、警察本部

の審査を行うことといたします。

以上で本日の委員会を終了いたします。

午後２時27分散会
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平成29年９月22日（金曜日）

午前９時59分再開

出席委員（７人）

委 員 長 新 見 昌 安

副 委 員 長 野 﨑 幸 士

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 中 野 明廣

委 員 横 田 照 夫

委 員 太 田 清 海

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 郷 治 知 道

警 務 部 長 新 島 健太郎

警務部参事官兼
中 川 正 純

首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 戸 髙 誠 一

刑 事 部 長 鬼 塚 博 美

交 通 部 長 廣 澤 康 介

警 備 部 長 谷 口 浩

警務部参事官兼
河 野 俊 一

会 計 課 長

警務部参事官兼
都 原 誠 一

警 務 課 長

生活安全部参事官兼
橋 本 利 幸

生活安全企画課長

総 務 課 長 重 山 勝 則

少 年 課 長 久留米 英 樹

生 活 環 境 課 長 宮 川 博 文

交 通 規 制 課 長 壹 岐 幸 啓

運 転 免 許 課 長 中 嶋 信 行

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 沼 口 恭一郎

議事課主任主事 井 口 幸 子

委員会を再開いたします。○新見委員長

報告事項等について、警察本部長の説明を求

めます。

おはようございます。○郷治警察本部長

９月４日付で警察本部長に着任しました郷治

。 。と申します どうぞよろしくお願いいたします

新見委員長を初め、委員の皆様には、平素か

ら警察活動全般にわたりまして、深い御理解と

御協力を賜りまして厚く御礼申し上げます。

私は着任に際し、全職員に対しまして、積極

的に仕事に取り組み、必要な知識、技術の研さ

んに励むこと、また、職員相互の意思疎通を図

り、風通しのよい職場をつくることの２点につ

いて指示をいたしました。

これからもこれまでと同様、全職員が一丸と

なりまして、安全で安心な宮崎を目指して努力

してまいる所存でございますので、委員長を初

、 、 、め 委員の皆様方には 今後とも御指導のほど

どうぞよろしくお願いいたします。

さて、本日、御審議いただく報告は、損害賠

償額を定めたことについて、公益財団法人宮崎

県暴力追放センターの経営状況についての２件

でございます。

以上の案件につきまして、それぞれ担当の部

、 、 、長から説明 報告させますので 御審議のほど

どうぞよろしくお願いいたします。

私からは以上でございます。

本部長の概要説明が終了しまし○新見委員長

た。

初めに、報告事項に関する説明を求めます。

平成29年９月22日(金)
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それでは、平成29年９月定例○新島警務部長

県議会提出報告書の損害賠償を定めたことにつ

いて御報告いたします。

今回、御報告の損害賠償事案は７件でありま

して、交通事故以外の損害賠償事案が２件と公

務中の交通事故が５件であります。

、交通事故以外の損害賠償２件につきましては

県費による支出でありますが、交通事故に係る

損害賠償５件につきましては、全て県警が加入

する任意保険において賠償しております。

それでは、お手元の「平成29年９月定例県議

会提出報告書」に基づき、御説明いたします。

このうち県警の損害賠償事案は報告書３ペー

ジの６番目、７番目と４ページの１番目から７

番目までであります。

では、まず交通事故以外の損害賠償事案２件

について御説明いたします。

３ページ、６番目の平成29年４月26日の車両

損傷事故は、西都警察署の警察官が、警ら中に

ぬかるみにはまった高齢者の運転する軽乗用自

動車を発見したことから 相手方運転手にかわっ、

てトラクターの牽引によりぬかるみから脱出を

試みたところ、脱出した相手方車両をトラクタ

ーに衝突させ、損傷させたものであります。こ

の事故により、相手方所有者に車両の修理費用

として２万5,490円を賠償しております。

３ページ、７番目の平成29年６月14日の門扉

損傷事故は、高岡警察署の警察官が、捜査のた

め相手方を訪問し、相手方居宅の駐車場と居宅

敷地の境に設置してありますアコーディオン型

門扉を開き、敷地内に立ち入ろうとした際、門

扉下にあるとめ金具１本が路面に差し込まれた

まま門扉の開閉動作を行ったため、門扉が損傷

したものであります。この事故により、相手方

所有者に門扉の修理費用として５万2,164円を賠

償しております。

次に、職員の公務中の交通事故についてであ

りますが、４ページの１番目から３番目にあり

ます平成28年３月４日の交通事故は、同じ事案

でありますが、賠償の相手方が３者となってお

ります。この事故は、都城警察署の警察官が、

ミニパトで直線道路を走行中、一瞬、仮睡によ

り前方不注視となり、前方のＴ字路交差点の縁

石を乗り越え、ブロック塀に衝突したものであ

り、警察側の過失が100％の事故となります。

この事故で衝突したブロック塀は、世帯の境

界にあったため、ブロック塀の所有者は２名と

なり、うち１世帯につきましては植木１本も損

傷しております。このため、ブロック塀の所有

者に対し、修理費用として６万4,800円とブロッ

ク塀と植木の所有者に対して、修理費用等とし

まして５万8,546円を賠償しております。

、 、また この事故で車両が縁石を乗り越えた際

縁石を損傷したため、縁石の管理者であります

三股町に対しまして、縁石の修理費用として３

万2,940円を賠償しております。

次に、４ページ、４番目にあります平成29年

３月21日の交通事故は、警察本部警務部施設装

備課の技術職員が、普通乗用自動車で直線道路

を走行中、路外施設から右折流入してきた相手

方車両と接触した事故であり 警察側の過失が10、

％、相手側の過失が90％の事故となります。こ

の事故で、相手方所有者に過失割合に応じた車

両の修理費用１万7,814円を賠償しております。

なお、相手方の加入する保険会社から支払いを

受けた20万2,176円につきましては、歳入として

受け入れております。

次に、４ページ、５番目にあります平成29年

３月29日の交通事故は、宮崎北警察署の警察官

が、駐車場で捜査用の普通乗用車を方向転換さ

平成29年９月22日(金)
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せようと後退したところ、駐車場内の柱に設置

された相手方が管理する排水管に接触させたも

のでありまして、警察側の過失が100％の事故と

なります。この事故で、相手方管理者に排水管

の修理費用として11万9,340円を賠償しておりま

す。

次に、４ページ、６番目にあります平成29年

４月７日の交通事故は、警察本部生活安全部特

別機動警察隊の警察官が、大型乗用自動車であ

ります隊員輸送用のバスを道路左側に寄せて停

止した際、ハンドルを右に切りながら発進させ

たところ、車両の後部が振られたことにより、

車体左後部を同所に設置されていた宮崎市が管

、理しますカーブミラーに接触させたものであり

警察側の過失が100％となります。この事故で、

宮崎市に対してカーブミラーの修理費用として

９万4,000円を賠償しております。

最後に、４ページ、７番目にあります平成29

年４月21日の交通事故は、都城警察署の警察官

が、駐車場の駐車枠に普通貨物自動車を駐車さ

せようと、後進しながらハンドルを左に切った

ところ、左側に無人で駐車中の相手方車両に接

触させたものであり、警察側の過失が100％とな

ります。この事故で、相手方所有者の車両修理

費用として３万2,270円を賠償しています。

県有車両による交通事故につきましては、以

上の５件でありますが、交通指導取り締まりを

責務とし、交通法令を遵守すべき警察職員によ

る交通事故は、県民の信頼を損なうことにつな

がりかねないものでありますので、今後も防止

対策を強力に推進し、職員による交通事故の絶

無に努めてまいります。

さらに、今回は交通事故以外に２件の損害賠

償事案を御報告させていただきましたが、損害

賠償事案については、県民の貴重な税金が投入

されているものでありますので、慎重な職務執

行に努め、損害賠償事案防止に努めてまいる所

存であります。

以上、損害賠償を定めたことについて御報告

を終了させていただきます。

それでは、地方自治法第243条○鬼塚刑事部長

の３第２項及び宮崎県の出資法人等への関与事

項を定める条例第４条第３項の規定に基づき、

県出資法人であります公益財団法人宮崎県暴力

追放センターの経営状況について御報告をさせ

ていただきます。

お手元の「平成29年９月定例県議会提出報告

書」の157ページをお開きください。

公益財団法人宮崎県暴力追放センターの平

成28年度の事業報告書について御説明いたしま

す。

まず、１の事業概要についてでありますが、

平成28年度は、同センターの目的及び事業の一

層の定着化を図るとともに暴力追放のための広

報啓発活動、暴力追放相談活動等を重点とした

推進事業の充実を図り、県民総ぐるみによる暴

力追放、暴力団排除運動の活発化を図ったとこ

ろでございます。

次に、２の事業実績についてでありますが、

公益財団法人宮崎県暴力追放センターが行う事

、 、業には 収益事業はなく全てが公益事業であり

平成28年度におきましては、157ページから160

ページの表のとおり実施をいたしております。

まず、事業名（１ 「暴力団等による不当な要）

求行為の被害者に対する支援事業 、公益事業１」

につきましては、①としまして、相談・助言事

、業として常勤相談員や弁護士等による相談受理

②としまして、少年保護活動事業として青少年

に対する暴力団影響排除のための啓発活動、③

としまして、暴力団離脱更生促進事業として、

平成29年９月22日(金)
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宮崎県暴力団離脱者社会復帰対策協議会総会の

開催等を通じた更生援助活動や社会復帰援助活

動、④としまして、被害者救済事業として、見

舞金制度や民事訴訟援助の活動等をそれぞれ実

施をいたしました。

次に、事業名（２ 「暴力団員等による不当な）

行為に対する犯罪被害防止事業 、公益事業２に」

つきましては、158ページから160ページに記載

、 、 、のとおり ①としまして 広報啓発事業として

宮崎県、宮崎県防犯協会連合会と共同の「安全

で安心なまちづくり県民のつどい」の開催やタ

ウン誌等への暴排広報記事の掲載、暴力団の現

、 、状と対策のパンフレットの作成 配布等の活動

②としまして、民間暴力団排除団体等への支援

事業として、事業所への不当購読拒否対策や暴

力団対策研修会、暴力追放活動の支援の実施、

③としまして、少年指導委員に対する研修事業

、 、として 防犯協会との共催による研修会の開催

④としまして、不当要求情報管理機関への援助

、 、事業として 銀行や証券会社等との会合の出席

、 、⑤としまして 調査研究・情報収集事業として

宮崎県民暴研究会の開催や各種研究会への参加

等、⑥としまして、不当要求防止責任者講習等

事業として、県内13地区における講習会の開催

等に取り組みをいたしました。

次に 経営状況等の調査につきまして 平成29、 、

年度宮崎県出資法人等経営評価報告書により御

説明をいたします。

報告書の213ページをお開きいただきたいと思

います。

まず、概要についてであります。宮崎県暴力

追放センターは、財団法人宮崎県暴力追放県民

会議の名称で平成４年４月１日に設立をされ、

平成19年に財団法人宮崎県暴力追放センターに

名称変更が行われた後、平成20年からの公益法

人制度改革に伴い、平成23年４月１日付で、現

在の公益財団法人宮崎県暴力追放センターと

なったものであります。

総出資額４億9,500万円は、現在の財団の基本

財産であり、このうち県の出資額が３億9,500万

円、残り１億円は市町村の出資金となっており

ます。総出資額に対する県の出資比率は79.8％

であります。

なお、平成28年度の代表理事理事長は平野亘

也氏であり、平野氏は宮崎銀行頭取で宮崎県銀

行協会会長であります。

次に、県関与の状況についてであります。

まず、人的支援について御説明いたします。

センターの役員は、理事10人と監事３人の合

計13人であり、県職員の役員就任はございませ

ん。県退職者としては、常勤理事の１名と非常

勤理事の１名の計２名が就任をいたしておりま

す。

次に、県の財政支出等について御説明いたし

ます。

平成28年度の県財政支出は、主な県財政支出

の内容欄に記載された事業所暴力団等排除責任

者講習委託事業の委託料1,063万3,000円のみで

あり、その他の補助金や交付金、負担金等はご

ざいません。

事業所暴力団等排除責任者講習委託事業は、

さきに述べました公益事業２の中の１つである

⑥「不当要求防止責任者講習等事業」の費用で

ございます。

この事業は、暴力団対策法の規定に基づき、

暴力追放センターが公安委員会から委託を受け

て実施している事業でありまして、事業の内容

は、事業所の不当要求防止責任者に対して、反

社会勢力からの不当要求被害を防止するための

講習会を行っております。平成28年度の実施結

平成29年９月22日(金)
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果は、警察署管轄の13地区において講習回数30

回、受講者1,091名でありました。

次に、実施事業でありますが、これはさきに

述べたとおり、公益事業の１としての４事業、

公益事業の２として６事業の合計10事業を実施

いたしております。

次に、活動指標についてでございます。暴力

追放センターが行っております10の事業は、い

ずれも暴力追放及び暴力団排除運動のために必

要な事業でありますが、その中でも特に相談・

助言事業や不当要求防止講習等事業、それと、

広報啓発事業に重きを置いて活動を行っており

ます。

そこで、これらの事業活動の認知度状況、セ

ンターの利用状況等を知るための指標として、

暴力相談等受理件数など３つの活動指標を掲げ

ております。

、①の暴力相談受理の主な内容につきましては

１つには不当要求に対する企業としての対応要

領、２つ目としましては、契約取引からの反社

会的勢力排除のための暴力団該当性の照会、３

つ目には、暴力団等反社会勢力からの被害相談

。 、等の件数となります この中で最も多いものが

暴力団該当性の照会181件でございまして、全体

の約８割を占めております。

②の研修会の参加者については、一般企業対

象の暴排講習会、行政対象の暴排講習会、そし

て、委託事業である不当要求防止責任者講習会

等の各種講習会の参加者数となります。

最後の③、ホームページアクセス件数につい

ては、県民の暴追センターの認知度をあらわす

、１つの指標として掲げているものでありまして

アクセス件数が多いほど暴追センターの認知度

が高いと考えております。

それぞれの目標値については、過去５年間の

実績値の平均によりやや高めの数値を設定をい

たしております。

各指数の達成度は、①の暴力相談受理件数

が78.0％、②の研修会参加者数が90.8％、③の

ホームページへのアクセス数が79.7％でありま

した。

次に、財務状況についてであります。

次の214ページをお開きください。

財務状況の数字は1,000円単位で表示してお

、 。り 1,000円未満は四捨五入をいたしております

、 、経常収益 経常費用等の詳細につきましては

平成28年度事業報告書の161ページから164ペー

ジまでの貸借対照表、正味財産増減計算書、そ

して財産目録を後ほど御参照願います。

まず、財務状況のうち、左側の正味財産増減

計算書の平成28年度の欄をごらんください。

平成28年度の収入に当たる経常収益は2,627

万4,000円、支出に当たる経常費用は2,468万円

で、当期経常増減額はプラス159万4,000円とな

り、経常収益が経常費用を上回っております。

経常外収益並びに経常外費用はありませんで

したので、平成28年度の当期一般正味財産増減

額は159万4,000円の増額となっております。

平成28年度の一般正味財産期首残高は672万円

でありましたので、平成28年度の一般正味財産

期末残高は、当期一般正味財産期首残高に当期

一般正味財産増減額の159万4,000円を加えた831

万4,000円となります。

当期一般正味財産期末残高831万4,000円の内

訳は、次期繰越金731万4,000円と貸付原資資

産100万円でございます。

次に、指定正味財産増減の部について説明を

させていただきます。

平成28年度は指定正味財産期首残高４億9,800

万円、同期末残高４億9,900万円であり、100万
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円の増額となっております。

100万円の増額は、平成25年度に設立をしまし

た暴力団事務所使用差止請求等費用運営資産の

平成28年度積立金100万円であります。

指定正味財産の内訳は、基本財産４億9,500万

円、暴力団事務所使用差止請求等費用運営資

産400万円となります。

基本財産の４億9,500万円については、平成28

年度は国債、決済用普通預金口座で運用してお

ります。

また 暴力団事務所使用差止請求とは 平成24、 、

年の暴力団対策法改正によりまして、国家公安

委員会から適格都道府県センターの認定を受け

た各都道府県暴力追放センターが、暴力団事務

所の付近住民から委託を受けて、センターみず

からが原告となり、暴力団事務所使用差止の民

事訴訟を起こすことができるものであります。

宮崎県暴力追放センターでは 平成25年10月24、

日付で適格都道府県センターの認定を受けたこ

とから、センターが民事訴訟を行う経理的基盤

としまして、暴力団事務所使用差止請求等費用

運営資産を設立したものでございます。

、次の正味財産期末残高の５億731万4,000円は

平成28年度一般正味財産期末残高831万4,000円

と平成28年度指定正味財産期末残高４億9,900万

円の合計額となります。

次に、右側の貸借対照表の平成28年度の欄を

ごらんください。

平成28年度の資産は合計５億1,682万7,000円

で、内訳は流動資産が737万8,000円、固定資産

が５億944万9,000円であります。

次に、負債は合計951万3,000円で、内訳につ

きましては、流動負債が６万4,000円、固定負債

が944万9,000円となっており、これらの詳細な

額につきましては、平成28年度の事業報告書に

添付された貸借対照表のとおりでございます。

次に、平成28年度の正味財産５億731万4,000

円は、資産合計の５億1,682万7,000円から負債

。合計の951万3,000円を差し引いた額であります

次に、財務指標についてでございます。

①の自己収入比率の実績値52.8は、記載の算

式のとおり基本財産運用収入の527万9,000円、

特定資産定年利息3,000円、賛助金、寄附金の自

己収入774万8,000円を加えた合計1,303万円を当

期支出合計額の2,468万1,000円で割り、比率を

算したものでございます。

平成28年度の目標値60.0に対しまして、実績

値は52.8でしたので達成度は88.0％でありまし

た。

今後、厳しい財政状況ではありますが、自己

収入比率を高め、目標値達成に向けて努力する

よう指導してまいります。

次に、②の管理費比率の実績値20.6について

も、算式に基づき管理費507万5,000円を総支出

額の2,468万1,000円で割り、比率を算したもの

でございます。

平成28年度の目標値30.0に対しまして、実績

値は20.6で、目標値よりも管理費を低く抑えた

ことにより達成度は131.3％でございました。

今後とも、引き続き管理費の削減について指

導していきたいと考えております。

最後に、総合評価についてでございます。

県の評価は 「事業活動実績面については、民、

間の暴力団排除組織に対する支援活動、責任者

講習や暴力団排除のための広報啓発活動、暴力

団排除のための暴力追放相談活動の充実など、

暴力団追放に向けたさまざまな支援活動を積極

的に行っており、その実績は評価できる」とし

ております。

一方、財政面については、国債、地方債の低
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金利が続いており、基本財産による利息収入が

激減している状況であるため、今後も基本財産

の効果的運用による財源確保を図るなど、なお

一層の自助努力が必要であるとしております。

また、活動内容及び組織運営についてはＡで

良好、財務状況についてはＢで、ほぼ良好との

評価を受けております。

続きまして、平成29年度の事業計画について

御説明をさせていただきます。

事業計画書の165ページから166ページをお開

きください。

１の事業概要についてでございます。

本年度においても、公益財団法人として一層

の定着化を図るとともに、これまで以上に広報

啓発活動、民間や自治体の暴排活動の支援、暴

力相談事業等を積極的に推進することとしてお

ります。

２の事業計画についてでありますが、本年度

も（１）の公益事業、暴力団員等による不当な

要求行為の被害者に対する支援事業で４事業、

（２）の公益事業２、暴力団員等による不当な

行為に対する犯罪被害防止事業で６事業の合わ

せて10の事業を推進していくこととしておりま

す。

次に、３の損益予算書についてであります。

次の163ページをお開きください。

まず、大項目１の一般正味財産増減の部から

説明をいたします。

（１）の経常収益は、基本財産運用益、特定

資産運用益、受取会費、事業収益、受取補助金

等、それと雑収益で構成をされ、合計2,258

万5,075円の経常収益となっており、前年度比

で89万5,654円の減額となっております。

一方 （２）の経常費用につきましては、事業、

費2,383万7,000円、168ページに移りまして、管

理費606万2,000円の合計2,989万9,000円となっ

ております。

なお、経常収益と経常費用の差額であります

当期経常増減額は マイナス731万3,925円となっ、

ております。

また、平成29年度の一般正味財産期首残高

は831万3,925円ですので、平成29年度の一般正

味財産期末残高は100万円となります。この100

万円は一般正味財産で保有しています貸付原資

資産100万円でございます。

次に、大項目２の指定正味財産増減の部につ

いて説明をいたします。

指定正味財産の受取寄附金100万円は、平成25

年度から始まった一般財団法人宮崎県警察職員

互助会からの特定寄附でございます。

暴力追放センターでは、この寄附金を指定正

味財産として保有し、暴力団組事務所使用差止

請求等費用運営資産として活用いたしておりま

す。

、平成29年度の基本財産運用益436万9,000円は

一般正味財産に振りかえますので、基本財産の

増減はなく４億9,500万円のままとなり、平成29

年度の当期指定正味財産増減額は、受取寄附金

分の100万円の増額となります。

指定正味財産期末残高は、基本財産４億9,500

万円、暴力団組事務所使用差止請求等費用運営

資産500万円の合計額であります５億円でござい

ます。

そこで、正味財産期末残高は、一般正味財産

期末残高の100万円に指定正味財産５億円を加え

た５億100万円となります。

なお、平成29年度の事業計画は、本年３月17

日並びに本年５月26日開催の理事会で、また、

平成28年度の事業実績については、本年６月９

日開催の評議員会においてそれぞれ承認をされ
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ております。

、６代目山口組から分裂をしました神戸山口組

さらに神戸山口組から分裂をして任侠山口組が

新たな暴力団組織を設立したとも伝えられてお

りまして、暴力団情勢はますます混沌としてい

る状況であり、暴力追放センターの役割は今後

ますます重要となりますので、これからも予算

の効率的な運用と経費の削減になお一層努める

とともに、宮崎県暴力団排除条例と連動しまし

た暴力団排除活動等を、官民一体となって積極

的に実施していく所存でございます。

今後とも委員長を初め、委員の皆様の宮崎県

暴力追放センターに対する深い御理解と御協力

をお願いいたしまして、報告とさせていただき

ます。

以上でございます。

報告事項に関する説明が終了し○新見委員長

ました。

報告事項についての質疑があったら出してく

ださい。

報告書の157ページ、中ほどに、弁○中野委員

護士引継相談３件、警察引継相談６件。弁護士

に引き継ぐというのはある程度事件性があるの

かなと思ったり、警察が引き継ぐというのも、

ある程度暴力団絡みであれば、警察が知った時

点で事件として取り上げるか、ある程度、本人

が告訴しないと動けないという部分があると思

うんです。ちょっとここのところを詳しく説明

してください。

この弁護士引き継ぎと警察引○鬼塚刑事部長

き継ぎとがございますけれども、まず弁護士引

き継ぎと申しますのは、このセンターで暴力追

放相談員ということで、お二人の弁護士の方に

委託しております。

その方に引き継ぐものと警察に引き継ぐもの

があるわけですが、基本的には弁護士の先生に

引き継ぐものの例とすれば不当購読要求、要は

いろんな団体から本を買ってくれとか、こうい

うものがありますと、弁護士先生のほうで一括

して、そういうものは拒否しますという文書を

発していただくことができます。

あと、その他の事件になりそうかなというも

のにつきましては、警察に引き継ぎを受けると

いう形でございます。

弁護士引き継ぎというのは、相談○中野委員

に来た人は弁護士料は無料でいいわけですか。

そこの弁護士さんに引き継いで対応したという

ことですか。それとも、ここから先は有料にな

るのか。

不当購読要求については、相○鬼塚刑事部長

談は無料でございまして、この不当購読要求拒

否につきましては、弁護士会と事業者で、年間

で2,000円の委託料を払うことによって対応して

もらうことになっております。

要は顧問弁護士として、その範囲○中野委員

でできるということですね。

そうでございます。○鬼塚刑事部長

この６件、これに暴力団絡みの相○中野委員

談は入ってるんですか。

入っております。○鬼塚刑事部長

ただ、これが事件化できたかというと、最終

的には事件にはならない相談でございました。

内容が事件じゃなかったという話○中野委員

ですか。

そうです。基本的に事件性が○鬼塚刑事部長

非常に薄くて、今後の指導で対応できたという

ことでございます。

暴力団って、今、何を財源にして○中野委員

活動しおるのかなと。みかじめ料とかそういう

相談はないんですか。
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昨年は、みかじめ料の相談は○鬼塚刑事部長

ございません。

報告書の213ページ、人的支援とい○太田委員

うことで13名の役員数ということが真ん中のと

ころに表記してありますけれど、職員数が１名

で常勤が１名、非常勤が12名。イメージとして

受付の人がおられるんだろうなとか思うわけで

すが、非常勤の12名という人は、例えば、弁護

士とか、職種としてはどんな感じの人なんです

か。

この非常勤の12名につきまし○鬼塚刑事部長

ては、無償の弁護士先生とか、いろんな団体の

役職の方でございます この方たちが理事となっ。

ております。

私どもも行ってみればわかるんで○太田委員

しょうけれど。私たちが行ったときには、受付

の人が常時１名いて、もう一人、管理される方

が１名いらっしゃって 常勤の人たちが常に行っ、

たときにおられるということじゃなくて、何ら

かの相談があったときに何か対応されているん

だろうなと思って。行ってないから申しわけな

いんですけれど、常時２人体制でやっていると

いうことでいいんですか。

常駐しているのは３名おりま○鬼塚刑事部長

して、１名は事務員でございますけれども、１

名は常務理事、それとあと一人は非常勤職員が

相談員として勤務いたしております。

わかりました。また伺わせてもら○太田委員

います。

言葉上なんですが、寄附金というのと会費と

いう言い方があるようですけれど、寄附金とい

うと一般市民から寄附金を受けているのかなと

いう感じがしますが、何か会費をとっていると

いうところもありますよね。例えば、受取会費

というのが167ページにあります。こういう会費

と、先ほど寄附金の説明もありましたけれど、

一般の寄附なのかな、それとも何らかの指定さ

れた寄附なのかなというような気もして、この

法人がどのような収入で運営されているのか、

寄附金と会費の説明をお願いいたします。

受取寄附金につきましては、○鬼塚刑事部長

事業所等からの一般的な寄附金になります。

受取会費のほうにつきましては、これは、賛

。 、 、助会費でございます センターでは 設立当初

賛助会員制度というものは導入しておりません

でしたけれども、長引く不況で基本財産の利息

収入が激減したことから、平成13年度から賛助

会員制度を導入したものでございます。

これにつきましては、会員会費としまして、

法人会員が１口１万円、個人会員が１口5,000円

でございます。

今の説明では、受取寄附金という○太田委員

のは事業所あたりが多いということですか。

企業、それとか、いろんな団○鬼塚刑事部長

体等からの寄附でございます。

実質的に運営できるようにするた○太田委員

めに、自己収入比率を高めようということだろ

うと思うんですが。214ページの財務指標のとこ

ろの自己収入比率の説明がありましたが、先ほ

ど言いました寄附金、それから会費、これは自

己収入比率のところの算式に括弧書きで書いて

ありますけれど、それぞれどこに入るのか教え

てください。

自己収入比率には、その寄附金とか会費は自

己収入として入ってるんですよね。それで、財

務指標の自己収入比率の算式の中に、収入とい

うのがそれぞれ３つほど書いてありますよね、

それぞれどこに入るのか。

この金額のことでございま○鬼塚刑事部長

しょうか。
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最初に聞きたかったから、金額で○太田委員

もいいです。どのくらいあるの。

寄附金と賛助会費を足したも○鬼塚刑事部長

のが774万8,000円になります。

わかりました。考え方としては、○太田委員

こういったものを高めないといけない。できる

だけ共感していただいて、寄附金とか、賛助会

、 、員の会費とか そういったものを集めることで

できるだけ健全化を図るということでいいです

か。

そのとおりでございます。で○鬼塚刑事部長

すから、各種研修会、講習会等で、このお願い

もいたしております。

そういう努力をされているという○太田委員

ことはわかりました。全体的に社会的に貢献さ

れている組織だと思いますので、そういう県民

の理解も得ながらされていかないといけないと

いうことだと思います。

交通事故は今回も何件も出されて○徳重委員

おるわけでありますが、事故は完全に防ぐこと

はなかなかできないと思います。過去３年の警

察車両による事故の数字は出ていますか。

公用車両の交通事故、これ○中川首席監察官

、 、は全ての事故 要するに過失割合の多い事故も

逆に言うと過失割合の低い事故も含めまして 26、

年が106件、27年が70件、昨年28年が103件とい

う数で推移しております。

取り締まりをされる立場からも、○徳重委員

どうしても事故を少なくしてほしいなという気

持ちがあるわけでありますが、毎年、こうして

出てくるわけです。100件前後の数字が出てくる

わけですが、やむを得ないといえばそれまでの

、 、ことかもしれませんが やっぱり目標を持って

ことしは何ぼ減らすぞとかがないと。ただ注意

喚起すると、本部長から指示を受けるというだ

けでは、なかなか減らないんじゃないかなと思

うんです。

県警として、何かそういった形の目標値は定

めていらっしゃるのかどうか。

目標というのは特段定めて○中川首席監察官

おりません。

警察というのは、事故を防ぐために指導取り

締まりをやる立場にありますから、あくまでも

目標というものはゼロが基本であります。それ

に向けて今やっておりますのは、御説明したそ

れぞれの事故について、こういう事故があって

いるというのを、事故車両等を含めた写真つき

とかで、各警察署あるいは本部も含めた各所属

に流して、事故を起こすとこういう結果を招く

、 、 、ということを その都度 指導しておりますし

各種、警察署等におきましては、特に若手の警

察官等々につきましては、運転がまだふなれと

いうこともありますので、集中して運転訓練を

実施したり。あるいは管内の自動車学校等をお

、 、借りしたり 本部の運転免許試験場を活用して

そういった講習等も実施しているところであり

ます。

今おっしゃったことなんですが、○徳重委員

事故を起こした署員に対して、交通安全の指導

をする、特別に集めて指導をするとかいうこと

もされていると理解していいんですか。

委員のおっしゃるとおりで○中川首席監察官

ございます。

そういう事故があった場合には、集めて、再

度指導員をつけて実質的な運転訓練の指導等を

実施しております。

ぜひ、少しでも事故が少なくなる○徳重委員

ようにお願いをしたいと思います。

それから、暴力団のことですが、もう毎年、

相当なお金を使って、全国的に取り締まりをさ
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れているわけであります。我々県民として、宮

崎県で暴力団がどこにおるんだろうというよう

な感覚が大半の県民にあるんじゃないかなと、

どこに組織があって どれだけの構成員がいらっ、

しゃってというのが、なかなか県民にわからな

いところが多いような気がするんです。私たち

も余り聞いたことがないわけです。私は都城で

、 、すが 都城に暴力団があるのかなと言われても

答えようがありませんし、あるいはどういう事

件が発生しているか、行為が行われているかが

わからないわけで。今、県内にある暴力団の数

と、大体どこにあって、どれぐらいの構成員が

いらっしゃるのか、それがわかったら教えてい

ただくとありがたい。

県内の暴力団の分布と申しま○鬼塚刑事部長

すか、県内には総数で10組織ございます。暴力

団の構成員等が県内で約60人、それと準構成員

といいますか、その取り巻きの組が約130人とい

うことで、県内では10組織の約190人でございま

す。

次に、地域別で申しますと、委員のところで

ございます都城につきましては１組織でござい

。 、 、ます それと 宮崎市内につきましては７組織

それと日向に１組織、小林管内で１組織でござ

います。

それぞれの組があって構成員がい○徳重委員

らっしゃるわけですが、それぞれ家庭もあった

り、生活をしていかなきゃならないわけで、こ

の人たちが大体どういう仕事をされているのか

がわかれば、概略でいいんですが。

ほとんど無職の者たちでござ○鬼塚刑事部長

います。

無職としたら飯が食えないわけで○徳重委員

すわね。それが、全て事件、みかじめ料とかい

ろいろなものでされているのかどうかわかりま

せんが 担当としてどういう認識を持っていらっ、

しゃるんですか。どういう形で飯を食べている

と思われているのか教えてください。

、○鬼塚刑事部長 暴力団の資金源としましては

恐喝とか覚せい剤の密売、それと債権取り立て

とか、いろんな経済活動に伴うところの介入活

動、全国的に見ますと、振り込め詐欺等にも加

担をしておりますので、こういう不法な行為を

行って収入を獲得していると考えております。

なかなかわかりにくいんですが、○徳重委員

これだけ190人近くの方で、独身の人がおるかも

しれませんが、家族がある人も相当おるんじゃ

ないかなと思うんで、この人たちは大体どの程

度の生活をしているというのは想定できると思

うんです。どこからの収入だろうなということ

は、警察では把握できないもんでしょうか。そ

の中心になる人たちの収入のあり方というか、

そこ辺のところは。

先ほど申しました190人と申し○鬼塚刑事部長

ますのは、純粋な構成員とその周りの者という

ことですので、その周りの者には当然なりわい

を持っておる者もおります。

ほとんどの者は無職と言いましたけれど、や

はり裏のほうで資金源活動をやっておるという

ことでして、警察としましては、その資金源活

動を事件化できないかということでは、情報活

動等、捜査を行っているところでございます。

同じく暴力追放センターの件なん○横田委員

ですが、213ページの一番下の表、活動指標が書

いてありますけれど、例えば、暴力相談受理件

数、これは目標値が300で実績値が234、この234

が多いのか少ないのか、なかなか判断が難しい

なと思うんですけれど、実際暴力を受けた件数

が少なかったんだったら、それはもうそれにこ

したことはないと思うんですけれど、実際暴力
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を受けた件数はあるんだけれど、怖くて相談が

できなかった、だから少なくなってしまったと

いう可能性もあると思うんです。

この数字をどのように判断すればいいかを教

えてください。

先ほども若干御説明させてい○鬼塚刑事部長

ただきましたけれど、この暴力相談の件数の内

訳の中で、一番多いのが暴力団該当性照会でご

ざいます。これは、企業のほうがいろんな契約

なんかをするときに、暴力団排除のための条項

を設けまして、その場合にそれに該当すれば契

約等を結ばないと、また、契約後にわかった場

合は契約を解除するというようなことをしてい

ただいております。それに基づいてこういう契

約については、この人は該当性があるのかとい

う照会が非常に今多いところでございまして、

先ほど御質問ありましたけれども、事件の相談

というのは極めて少なくなっておりまして、基

本的には多いのはそういう照会、これを相談と

してカウントしておりますので、こういう数に

なっているところでございます。

わかりました。もう一ついいです○横田委員

か。

157ページに （１）の①に、相談・助言事業、

のところに受理件数が書いてありますよね。そ

の下の③の暴力団離脱更生促進事業には、受理

件数とか件数が書いてないんですけれど、離脱

する人がいないということなんですか。

この暴力団追放センターと、○鬼塚刑事部長

警察本部、双方に相談があるわけですけれど、

暴力団追放センターには、昨年は相談はありま

せんでした。

相談はなかったかもしれないけれ○横田委員

ど、離脱した人がいることはいるんですか。

先ほど言いました相談の件数○鬼塚刑事部長

で申しますと、暴追センターはございませんで

したけれど、県警本部にしましては４件の相談

を受けて、ここに書いておりますいろんな対策

協議会を通じて、社会復帰を促したのが４件と

なっております。

よろしいですか。○新見委員長

ほかにございませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ほかになければ、その他で何か○新見委員長

ありませんか。

私、今、この県の総合評価とかに○中野委員

、ついていろいろと議論しておるんですけれども

この総合評価ってもともと国の法律からきてい

るわけですけれど、例えば、暴力団相談受理件

数、これなんかに目標を立てるというのが僕は

滑稽でたまらんとです。

、 。これは 警察本部に言ってるんじゃないです

総務部か総合政策部がやらせている話で、だか

ら、これは、受理件数が多ければＡなのか、現

状がおさまれば逆に少ないほうがいいわけです

よね。

だから、こういうのを見ると、項目というの

は逆に警察本部で考える話かなと思ったり。き

のう教育委員会ともいろいろと話したけれど、

項目は各部署で考えるということ。

県警本部長も、いきなりこんなのを見せられ

て おかしいなと思われたんじゃないかなと思っ、

て。

我々が一番知りたいのは、この相談件数のお

おまかな内訳でやっぱり相談件数を５項目ぐら

い上げて、どんな相談があったのかなというと

ころなんです。

だから、この数字を追っかけるというのは、

私は本当に無意味だと思うんです。それから研

修参加者数、どこでもあるんですが、同じ人が
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ただ集まればいいというものでもないし、前回

も言ったけれど そこも含めて ぜひもうちょっ、 、

と効率的な事務として検討してください。要望

でいいです。

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって警察本○新見委員長

部を終了いたします。皆さん、お疲れさまでし

た。

暫時休憩いたします。

午前10時59分休憩

午前11時15分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

まず、採決についてでありますが、申し合わ

せにより委員会審査の最終日に行うこととなっ

ておりますので、25日に採決を行うこととし、

再開時間を13時としたいと思いますが、よろし

いでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○新見委員長

します。

そのほか何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

なければ以上をもって本日の委○新見委員長

員会を終了します。

午前11時15分散会
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平成29年９月25日（月曜日）

午後１時０分再開

出席委員（７人）

委 員 長 新 見 昌 安

副 委 員 長 野 﨑 幸 士

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 中 野 明廣

委 員 横 田 照 夫

委 員 太 田 清 海

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 沼 口 恭一郎

議事課主任主事 井 口 幸 子

委員会を再開いたします。○新見委員長

、 、 、まず 議案の採決を行いますが 採決の前に

議案について賛否も含め、御意見をお願いした

いと思います。御意見ありますでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、議案の採決○新見委員長

に入りたいと思います。

議案の採決につきましては、議案ごとがよろ

しいでしょうか、一括がよろしいでしょうか。

〔 一括」と呼ぶ者あり〕「

それでは、一括して採決いたし○新見委員長

ます。

議案第１号及び議案第７号について、原案の

とおり可決することに御異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。 、○新見委員長 御異議なしと認めます よって

議案第１号及び議案第７号については原案のと

おり可決すべきものと決定をいたしました。

次に、閉会中の継続調査についてお諮りいた

します。教育及び警察行政の推進並びに公営企

業の経営に関する調査につきましては、引き続

、き閉会中の継続調査といたしたいと思いますが

御異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

、 、○新見委員長 御異議ありませんので この旨

議長に申し出ることといたします。

、 。次に 委員長報告骨子案についてであります

委員長報告の項目及び内容について、御意見

等があれば出してください。

暫時休憩いたします。

午後１時１分休憩

午後１時９分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

委員長報告につきましては、ただ今出してい

ただいた御意見等を参考にしながら、正副委員

長に御一任いただくということで御異議ござい

ませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにいたしま○新見委員長

す。

暫時休憩いたします。

午後１時９分休憩

午後１時12分再開

委員会を再開いたします。○新見委員長

11月６日の閉会中の委員会につきましては、

休憩中の協議のとおりの内容で御異議ございま

せんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにいたしま○新見委員長

平成29年９月25日(月)



- 56 -

す。

そのほか、何かないでしょうか。

そのほかで、先ほどのＡＢＣ評価○太田委員

の関係でうちがちょっとどうかなという表現を

した場合、総務政策のほうでもそういうＡＢＣ

評価があるんですかね。

ある。○中野委員

。○太田委員 あの辺に影響しないかなと思って

いや、これを改善するってこの間○中野委員

質問でやったでしょう。一緒です。

いいですね。一緒でいいんですよ○太田委員

ね。

一緒でいいですよ。○中野委員

。○太田委員 ＡＢＣは難しいよねということで

結局、文教については中身が２つ○中野委員

ダブっているわけ。

そうしたら、いいですね。ＡＢＣ○太田委員

評価というやつの手法について、今回言ったわ

けだけれど、別にいいんですね。

いいんじゃないですか。○中野委員

はい、わかりました。○太田委員

ほかにございませんか。○新見委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、以上で委員○新見委員長

会を終了いたします。

午後１時14分閉会
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